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発刊によせて

『ふりかえる裾野」は、『広報すその」の一つのコー

ナーとして、１８４回・’２年６か月の長きにわたって連載

されたものです。

広報紙への第１回掲赦は昭和５８年４月１５日号にさかの

ぼります。当初、裾野地方の懐かしい思い出を広報紙で

紹介してほしいとの要望があり、田口勝夫氏に写其と文

章を寄稿していただいたのが始まりです。毎号蛍重な写

真と軽妙な文章で、戦後の富士山麓の素朴な幕らしぶり

が紹介され、『広報すそのｊの人気コーナーとして多く

の市民に愛され続けました。

田口氏の温かい眼差しの感じられる写真は、現代人が

忘れかけた素朴な心や、ひたむきに生きることの大切さ

を 、 そ っ と 語りかけてくれるようです。時代が昭和から

平成に移ってからも、それらが私たちの心に一噸強く訴

えかけてくる ように感じられます。

この本には、昭和２０年代後半から、昭和３０年代の裾野

地方の思い出が凝縮されています。この思い出は、寄稿

者・田口氏の 思 い 出 の み な ら ず 、 同 時代に生きた人たち

共通の思い出ではないでしょうか。『ふりかえる裾野』

の 出 版 が 、 戦後の裾野地方の風俗習慣を記した読み物と

して、多くの皆さんが一読され、懐かしい記憶として、

２１世紀へ伝える貴重な史料ともなりうるものと期待して

います。そして、戦後５０年の節目の年にあたり、私たち

が 歩 ん で き た道のりを、振り返っていただく一つのきっ

かけとなれば幸いです。

終わりに、田口勝夫氏は平成７年８月１３日に永眠され

ま した。事実上、「ふりかえる裾野ｊは、氏の遺稿集と

なりました。

平成７年１０月１日

裾野市 長大橋俊

カメラを手にする若き日の田口氏（左側）

田口勝夫氏プロフィール

大正７年１月30日、駿東郡小泉村に生まれる。昭和26年４月、小泉村役

場に奉職。昭和51年９月、企画調整部長を雌後に裾野市役所を退職。その

後、行政審士として活躍、昭和61年４月～62年３月富沢区長を務める。

『広報すその.ｌ紙上に、昭和58年４月１５日号～平成７年８月１５日号の期

間、計184回にわたり『ふりかえる裾野』を連載。平成７年８月１３日永眠。

題字＝裾野市長・大橋俊二

表紙＝町民体育祭（昭和30年代前半・県立裾野高校グラウンド）
裏表紙＝昭和20年代の御殿場線（深良上原）
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"鼠簿

２．１１人の＋里木分校 ３愛麿橋完成

撮影：昭和39年１２月22日 撮影：昭和31年７月６日 撮影：昭和34年５月

羽零弾悪難癖

胃､､篭

錘“”

４

1．ツツジの年内開花に成功

略

台風と豪雨災害により、愛脇橋は危険にさらされて

いた。水窪区民は一丸となって国に陳情を続けた。

故遠藤三郎代議士の御協力を得て、国の補助による

架替え工事が承認され、念願かなった竣工式典を迎え

たのである。当日は、故遠藤代議士も出席された。

つつじの花は、促成しても年内には咲かないものと

されていた。県農業試験場においても、伊東市田代で

３年間試験を行った結果、年内には開花不可能との結

論を出した。

翌年、小生の研究した超促成開花計画を持ち県農業

試験場に行き説明、試験場でも成功すると判断し、県、

町の共同試験を実施した。その結果、全国初の12月開

花に成功した。

この写真は、翌年小生のビニール・ハウス内にて１２

月１５日に開花させたものである。

膜
ｒ

Ｅ観

この写真は、今から27年前の須山小学校十里木分校

の‘懐かしい風景である。

１１人の児童が下校するスナップ・ブランコと鉄棒の

体育授業、写真の主役達は今では中堅社会人として活

躍しており、その子ども達もちょうど写真の年齢位で、

元気に通学していることでしょう。

この十里木分校は、昭和41年３月31日に閉校となり

須山小学校に統合され、今ではもうありません。



撮影：昭和28年６月22日

植 5．おかいこさん4。’王

撮影：昭和29年７月撮影：昭和29年７膳

■
●

6．大きなカヤ葺き屋根の家

麗峰憲士の偉容、広い高原を背にして大きくどっし

りと構えたカヤ葺き屋根の家。雨にも風にもゆるぎな

く移り来た歴史を年輪に刻み、幾星霜を経た面影は、

大きな風景をも圧して巨木さえも小さく見えます。

さあ、これは何処の風景だったでしょう。今は市内

でもヤカ弾き屋根の家は数えるほどしか見られないこ

とと思います。

残念ながらこの写真の家も今は見ることができませ

ん。ありし日の十里木を偲ぶ想い出の写真となりまし

た。

今から50年～60年以前には、裾野でも養蚕が盛んに

行われていました。戦中、戦後の食稚雌にぶつかり、

ひたすら食粒増産のため桑凧はつぶされて、養蚕は姿

を消してしまいました。

子どもの頃、「まゆかき」（まゆを取り出すこと）の

手伝いをするとテッポー玉（あめ）がもらえたもので

す。当時の艇家にとって、おかいこさんと崇がめられ

ていました。

今でも、二本松にカネボウシルク蚕種製造所があり

ます。その関係で蚕柳Wの養蚕が制淵方而の一部で行

われていたが、これも姿を消してしまったのではない

だろうか。

あの頃の農家は、田植の季節が来ると猫の手も借り

たいほどの忙しさで、大麦、小麦の取り入れから始ま

り、田すき、堆厩肥の運搬、撒布、クロ刈り、畦塗り、

荒代、苗取り、苗くばり等々と、田植前夜は水配のた

め眠る時間もないほどであった。

素足で田の中に入るため麦の刈株で生傷の絶え間が

ない。足の速い馬では、鼻取りも代かきもどるんこ、

どろんこを飛ばして早乙女さんに叱られたものです。

こうした風景も、今は昔の懐かしい思い出、明るい

唄声が聞えて来るような一幅の風物詩を見る想いがし

ます。



8．モンペ姿7．パイスケ 9．ぶどう巨峰

撮影：昭和29年７月 撮影：昭和29年７月 撮影：昭和29年８月

戸
●

戦後から今日にいたる衣服、ことにご婦人方の衣類

の流行の推移は、目を見張るものがあります。戦中の

服装と言えば、男子は国民服、女子はモンペと決まっ

ていたようなものでした。

戦後、化学繊維の開発によって衣類の様相が変わり、

有名デザイナーが生まれ、今やファッション界は花盛

りです。

このような時に写真のような戦後の一時代を思い出

します。モンペ姿にスケ笠、清楚なこの装いは、くっ

たくのない乙女の笑顔に消純むくな気品さえ漂わせて、

まさに飾りなき般高の衣装でした。

リヤカーに職まれて出荷を待つ、これは何と言うも

ので何に使用するのか、戦後生まれの人達にはなじみ

の少ないものと思います。

これはパイスケと呼ばれ巡搬具の一つで土木工事な

どでは土の運搬用として屑にかついで使ったものです。

箱根山には竹が多く生え箱根竹と呼ばれて、この竹で

竹ごうりやパイスケを製造（手編み）して各方面へ出

荷しました。茶畑あたりはこの産地として知られてい

ました。

戦後はあらゆる而で機械化が進み、家内工業的な手

労働による製品は姿を消していきましたが、パイスケ

も当時をしのばせるものの一つです。

ぶどうの巨峰と言えば、露地ぶどうの王として知ら

ない人はない程になっております。この巨峰ぶどうが

静岡県の原産である事を知っている人は少ないようで

す。

巨峰は、田方郡中伊豆町上白岩の大井上静一先生が、

多年の研究努力により作り出された品種です。市内

(当時裾野町）の先進農家の方達も、さっそく巨雌を

導入して栽培しました。

甘味も良く、品質良好ですこぶる評判が良かったの

ですが、巨峰の栽培は難点が多く、非常に労力を要し

たため、人手不足と気象的条件が重なり、ついに栽培

を断念するに至りました。今では１～２戸の農家が栽

培を続けているものと思います。
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12。＋里木の富士山10。大畑橋の流失

撮影：昭和29年９后 撮影：昭和30年1０月撮影：昭和31年９月
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大畑橋、今は鉄筋コンクリートの近代橋ですが、こ

の頃は歴史保存的な木橋で、映画の時代劇搬影に利用

されたことも度々あったものです。

昭和31年９月の台風で、黄瀬川が増水し、大畑橋は

流失の危険にさらされました。この日の夕刻、黄瀬川

の増水はしだいに高まりました。澱粉工場へ浸水した

ため、消防団が出動していましたが、大畑橋が流失の

危険にさらされているので、厳重注意の知らせが出さ

れました。

この写真は当日の午後５時頃搬影したものです。も

のすごい風と雨で、この程度の搬影しかできませんで

した。その夜、午後８時頃この大畑桶はついに流失し

てしまいました。

藤 瀞

１１．牛とともに

Ｌ

古来から、農家の動力の主たるものは馬でした。ど

この農家にも馬一頭は必ずと言ってよい程飼われてい

ました。

戦時中は農家の馬も軍に徴用されて飼養頭数は減少

してゆきました。戦後馬に代わって農耕用に牛が飼わ

れるようになり、馬車逆搬等の専業者は別として普通

農家は牛を飼養して艇耕、巡搬に使用していました。

「オーイ、牛にエサをくれたかョ」「ハーイ……、

もうすぐよ、待っててね｣、牛も家族の大事な一員と

して、こんな会話が聞こえてくるような往時を偲ばせ

る一場面です。

７

6章O境聖ﾐーーニー

美辞麗句を並べても言い表わせないほど秀麗な富士

山の全容は、広大な原野に裾をひき、さまざまな景観

を織りなして、眺める人々の目を楽しませてくれます。

このような富士山の姿も眺める場所によって大きな

変化があります。三国峠の篇士、河口湖の富士、朝霧

高原の揃士、等々どこから眺める富士山もみなそれぞ

れの景観ではありますが、この十里木の富士山こそ本

当に美しい窟士山で、他所では見られない自慢の一つ

でした。

この紫観も、開発によって今は違ったものとなりま

した。



13。稲 こ き

撮影：昭和30年１０后

戦後の食糧増産の掛け声に乗って、農家の人達は朝

早くから夕方暗くなるまで頑張りました。

今と違って全部の農作業が肉体労働を伴うものでし

たので、稲こきも朝から夕方まで脱穀機を踏み続ける

と、翌日の朝は足が上がらないほどでした。

今は専業農家も少なくなり、兼業農家が多いので農

作業も機械にたよることになり、稲刈りからからうす

まで機械作業となりました。
み

あの頃は大変でしたが、扇風機や箕やむしろも大切

な農作業の器具であり、懐かしい想いにかられます。

８

14．炭俵編み

撮影：昭和30年1１月

今は燃料といえば、ガソリン、灯油、ガス、電力等

で薪炭を使用している家庭はほとんど見られません。

昔は山つきの地区では、炭焼きが磯んに行われており、

裾野でも須山方面は木炭の産地として有名でした。

木炭は、焼き上がると俵に詰めますが、この炭俵は

すべて手編みで主としてご婦人達の仕事でした。秋に

なると大野原に出て材料のカヤ刈りをするのですが、

この仕事もまた大変だったそうです。

昔の人は皆、大変な仕事を手作業でやり遂げたので

すね、今はもう見られない作業風物詩の一つです。

15．木の葉かき

撮影：昭和28年1１月

この頃の農家では、秋の収穫がすみ、麦の種子蒔き

が終わると、木の葉かきが始まります。この木の葉は、

サツマグラ（甘藷の苗床）や春野菜の苗床の壌熱材料

として、また苗床終了後の堆肥として欠くことのでき

ないものでした。山林の雑草を刈り、木の葉とともに

丁寧にかき集め束にして馬力に乗せて逆搬し、庭へ山

秋みにするのです。

馬力とは馬に引かせる荷車のことで、この馬力が農

家雌大の迎搬車でした。毎｢|馬力に木の葉を山ほど積

んで、正月前にどれだけ沢'１１職み上げるか隣り近所で

競い合ったものです。この風物詩も今では見られませ

ん。
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17．タキギ作り16．沢庵大根

撮影：昭和29年１月撮影：昭和29年１２腸撮影：昭和30年121弓
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木枯らしが吹き始めると、沢庵演用大根の収稚が始

まりますがこの農作業は昔も今も変わりなく行われて

います。しかし、現在は沢庵大根の栽培も非常に少な

くなり、せいぜい農家の自家用程度の栽培にすぎませ

ん。

沢山栽培された頃は、どこの農家でも１週間くらい

収稚が続きました。大根の栽培は山畑に限られました

ので、大根を洗う水を山畑まで上げる仕事も一苦労だっ

たのです。木枯らしの中の大根洗いは、たちまち手が

ヒビ割れてしまうのです。のどかなjmM勿詩に見えても、

現実は楽な作業ではなかったのです。

18・富士の裾野で酪農

グ

瑞雌な樹士山を背景に萱葺屋根の母屋と物置離れ屋。

板壁にぎっしり掛けられたトウモロコシ。冬の日差し

を浴びながら、庭でタキギ作りをしている農家の主婦。

いかにものんびりした風景に見えますが、この頃の燃

料はすべて薪炭だったので年間にはかなり多量のタキ

ギを必要としたわけです。ことに須山十里木方面は寒

冷地のためなお多くを必要としたわけで、タキギ作り

も重要な作業であったわけです。今は何処を歩いても

このような場面は見られなくなりました。

厳然としてそびえる麗峰富士悠久変わらぬその偉容

は、新春を迎えた私達に勇気と希望を湧き立たせてく

れます。裾に広がる見渡す限りの枯野原は、冬の厳し

さと若草の萌え出る春を連想させます◎

今から30年前、酪農を志した青年がこの地を借りて

乳牛の放牧を始めました。牛舎も、居住する小屋もす

べて自分の手で作り、ランプ生活を送りながら辛苦に

堪えて酪農一筋に命をかけてきました◎今は功成り、

名とげて社会のために尽力しておりますが、ランプ生

活をしていたあの頃が懐かしく想い出されて新春を思

い新たにします。

画
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20．青春の乙女 21.審がきた

撮影：昭和33年１月 撮影：昭和30年２月 撮影：昭和29年３月

／

戦後ようやくにして衣食住が好転してきた時代です。

子ども達や娘さんの服装の移り変わりがうかがえると

思います。

ここは窟士農閲の茶圃で、道の両側はお茶畑でした。

製茶工場も古くからあったのですが、今は不二聖心女

子学院の敷地となっています。

春になると、若い人達のピクニックや小学校の子ど

も達の遠足でにぎわったものです。畑仕事の姉ちゃん

をお迎えに、今は見られないこの風策も、懐かしい想

い出の一つです。
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19。どんどん焼き

９

小森日和の脈かな陽光に、若い二人の顔はいきいき

と輝いて見えます。戦中の不自由な時代を送った子ど

も達も、戦後はこんなに良き青春が待っていました。

仕聯の合間の一ぷく、話ははずみます。カスリのモ

ンペ染めに手っ甲、姉さんかぶりの手ぬぐいも板につ

いて、本当に若々しい娘達ですね。

さあ、いいかげんで仕事にかからないと、もうすぐ

お昼になっちゃいますよ。
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１月１４日はどんどん焼きの行事が行われました。

このどんどん焼きは、変わりなく続いていますが、

これを迎える子ども達には時代を反映した移り変わり

がうかがえます。

夕方の冬陽は弱く、底冷えのする寒さにもめげず、

喜々としてどんどん焼きに向かう子ども達の表情が、

いかにもうれしそうだったのが想い出されます。

この子ども達も今は父母となっており、かわいい子

どものためにダンゴを作ってどんどん焼きに送り出し

たことでしょう。
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『



22．草競馬

撮影：昭和29年３月
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馬は農家にとって重要な働き手の一員でした。農耕

にも、運搬にも馬の力を借りなければ農業経営はなり

たたなかったので馬を大切に扱ってきました。

どこの地区でも馬頭観世音が祭られていたものです。

春の節句あたりを期して祭が行われ、数地区が持ち廻

りで草競馬が行われたものです。馬場には優勝旗が林

立しています。優勝旗を目指していざ出場。愛馬も馬

上の人も、日頃の仕事とは勝手が違います。

スタートの旗が振られても後ずさりする馬や、横道

にそれる馬があり、大さわぎでした。今は馬といえば、

乗馬クラブか競馬場の馬ぐらいしか見られなくなりま

した。

23。桜の下で野点ゆかしぐ

撮影：昭和32年３月

春の彼岸が過ぎると、間もなく桜の季節が巡ってき

ます。

あの頃は、戦後１０年を経てようやく衣食住も安定の

きざしをみせ、人の心にもゆとりが出てきた時代でし

た。この写真は、あるお茶の会の人達が、桃閲山定輪

寺の寺内をお借りして野点の会を催した時のものです。

石の階段を登ると、右手鐘つき堂の前に桜の老木が

ありました。たしかシダレ桜だったと思います。年代

はわかりませんが老樹と思われる桜で枝もわずかに残っ

ている程度でしたが、巡り来る春を忘れずに見事な花

をつけてくれました。この桜花の下の野点はまことに

風情ゆかしぐ心の和らぎを覚えています。この老桜樹

も今はありません。

24．俳譜の道

撮影：昭和32年４月
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今は俳句と言いますが、昔は俳譜、俳譜の道と言わ

れていました。これは、俳句をよくする人達と、私達

写真仲間が合同しての俳句の会で、写した写真を展示

し、俳句の先生方がこの写真を見て俳句を作るもので

す。

今は故人となられた定輪寺37代住職・''１村一雄大尚

生をはじめ、そうそうたる俳句の師匠さん方が参加し

て俳句を作ってくれました。素人目にも一見して俳句

の先生と呼ぶよりも、俳譜の師と呼んだ方が適切な風

俗と言えるでしょう。こうした風俗も今では見られな

くなりました。

1１



25．お茶つみ

撮影：昭和35年５月

昔は、茶つみといえば手でつむものと限られていま

した。
てつこうきゃはん

カスリの着物に手甲脚紳、赤いタスキにスゲの笠、

これが茶つみ女達の風俗でした。戦後はこうした風俗

も変化を見、茶つみも機械化して、特殊茶以外はすべ

て機械つみになりました。

この写真は、手つみから鉄刈りになったころのもの

です。場所は篇士農閲の茶園ですが、茶つみの変化と

ともにその風情も消えてゆくような一抹のさみしさを

覚えたものです◎茶つみ唄が聞こえなくなり、唄の代

わりに鉄の音では何となく味気なさを感じました。今

は揃士農圃の茶圃もなくなりました。

1２

26．葛山のモウソウ竹

撮影：昭和34年５月

竹といえば京都を連想しますが、裾野市の葛山地区

には、すばらしい竹林がたくさんありました。タケノ

コの出る季節になると、商人が買い入れにやってきま

した。毎日タケノコを積んだトラックが何台も、葛山

から出たものです。この写真は、葛山のある竹林で撮

影したものです。力強くまっすぐ伸びたモウソウ竹と、

はつらつとした娘さんの姿態が、いかにもマッチして

いると思いませんか。企業が千福、葛山地区へ進出し

て開発に着手し、広大な地域を買収したため、葛111の

竹林も買収面職の中に入り、かなりの面積が減少した

と聞いていますが、まだまだ残っているものと思いま

す。

2ﾌ。田植風 景

撮影：昭和33年６月

田植の季節は猫の手も借りたい忙しさと言われ、朝

に夕に星を頂き、というように、文字通り暗いうちか

ら暗くなるまで働いてもなお、時間が足りない程の忙

しさに耐えて田植の日を迎えたものでした。

田植のエイを組むと言い、女何人男衆何人が必要か

を数え、田植に来てくれる人をお願いして田植をし、

来てくれた人のところの田植に行き、エイを返すと言
いました。

忙しい中にも、田植当日となれば農家のお祭り行事

とも言われ、朝６時ごろ田植を始めて夕刻は２時か３

時に終わり、そのあとはできる限りのごちそうをして、

飲めや歌えの大盤振る舞いをしたものでした。

天気はよし………富士もよし………久根の里の田植
風景です。



28。山里の童たち

撮影：昭和33年６月

私たちが子どものころは、だれもがはなをたらして

いたものです。

もちろん当時はちり紙など持っていないから、着物

のそでで横ぬぐいするから、そではピカピカに光って

いたものです。

現代は食生活が豊かになり、子どもたちも体質が変

わり、はなを出さなくなったと言われます。
わらぺ

この童たちではなを出している子はおりませんが、

当時の山里の童たちの風俗をうかがい知ることができ

るほほえましい一場而です。見悩れない人がカメラを

かまえたので、何をするのだろうかと一様に疑惑の|:Ｉ

でみつめているのを覚えています。

この賦たちも今は社会のI-lI堅となり、ちょうどこの

年齢の子どもたちの親となっていることでしょう。

２９．高冷地の試験ほ場造成

撮影：昭和36年７月

このころの農業園芸はあらゆる作目について促成栽

培の方向に進んでいた。しかし温室に入れて加温して

も、開花や結実をしないものがあった。これは加温以

前にある期間、冷気にあてないと不可能であることが

判明された。裾野市では「園芸のベルト方式」を試み、

標商差と温度変化を利用することにより見事に成功し

た。

この写真は、標高1,450ｍの須山水ケ塚の山上約

50αを須山振興会から借り受けて試験ほ場を造成して

いるところです。この試験地によって全国初のツツジ

の促成栽培に成功したのをはじめ、イチゴの促成栽培

や夏ギクの超促成など多くの栽培試験を成功させまし

た、

30．愛麿山鋸岳の渡り

撮影：昭和30年７月
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護己

富士山よりずっと古く海中に噴出した火山で、何回

となく爆発を繰り返して3,000ｍ近い富士山型火山に

なった。

その後、頂上部が大爆発を起こし、現在の姿になっ

たと言われる愛鵬山は、危険な岩場、深い原始林、長

い裾野、非常に変化に富んだ'11です。

最高峰の越前岳（1,505ｍ）から呼子岳、鋸岳、位

牌岳、袴腰岳、愛勝山といくつかの峰が連なっている

今なお奥深い山です。すでに何人もの遭難者をだした

鋸岳の岩峰はもろい岩場で、越えて行くも巻いて行く

も、楽観を許さない悪場であるから、愛脈山を縦走す

る人は、充分に慎重を期して事故のないようにしましょ

う。

1３
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32・ブール用地の造成工事 33．白滝の舞

撮影：昭和33年８月 撮影：昭和36年５月 撮影：昭和31年９月
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31。真夏の山麓
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戦後１０年、戦時''1の悪夢を振り払うかのように市民

の間に文化の波が高まってきた時代と言えるでしょう。

これは沼津にある秋山バレエ研究所の方たちが、バレ

エを自然の中に溶けこませた踊りを演出しようと熱心

にけいこをしている一場面です｡

この場所がおわかりでしょうか。私たちが日ごろ見

なれているせいか見過ごしてしまいますが､首儲です。
(大畑橋すぐ上の白い瀬）自然を破壊から守り、後世

により多く残すとともに、文化の創造は私たちに課せ

られた義務と言えるでしょう。

緑と文化の町裾野をますます飛躍させるようにしま

しょう。

当時の裾野''0.財政は予算規模も小さく、豊かな町と

はいえなかったが、発展途上の自治体として整備しな

ければならない公共施設は目白押しに数えられていた。

その一つ、町営プールの建設については、自衛隊の協

力を仰ぐことによって建設笠の軽減がはかられた。昭

和36年５月ころ造成工事が始まり、７月14日、プール

開きとともに完成式典が行われ、当日は、フジヤマの

トビウオとしてオリンピックにその名を上げた小池礼

三氏を迎え、模範泳法が行われて式典に花をそえてく

れたものです。この写真は、縁の下の存在的造成工事

に黙々として取り組んでくれた自衛隊員の働く姿です。

下界の猛料をよそに、ようやく雪も消えて黒寓士の

姿が見られます。今日も何百人、何千人の人たちが登

山をしていることでしょう。この地は、今も健在で佐

野に住まわれる鈴木翁が歌人若山牧水を案内して、終
ろく

日足を運んだころの山麓と変わらぬ景観を残している

ことでしょう。

この日は、東京の知人と同行したのですが、「空気

がおいしいですね｡」と嘆声を残していました。終日

雑踏と騒音に紛れた生活を送っている都会人にあって

は、この自然の偉大さを、いつまでも忘れないことで

しょう。

住みなれて、忘れかけた私たちをハツとさせます。

今日も下界は熱い一日となりそうです。

※鈴木翁（鈴木波一氏）は、平成５月11月１７日永眠さ

れました。
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34。辛苦と汗の結晶

撮影：昭和29年９月

台風は２，３度やってきたがさしたる被害もなくま

あまあの稲作。今日は農業委員会の稲作作況調査が行

われる日。

「おやじさん、どうだれ今年のできは｡」「うん、まあ

まあだね｡」「ころばなかったから、とれそうだな｡」

｢毎年ころばすんでな、今年はチッソをひかえ目にし

たんで、このぶんじゃあなんとかいくくえ｡」調査員

と農家のおやじさんの会話が聞こえる。

やみ米時代のピークは去ったが、まだまだ食樋増産

の時代、「今年の供出米はどのくらいになるかなあ、

まあとれないよりもいいがな｡」おやじさんの独り言

が、辛苦を刻んだ額の深いしわ、がっしりしたキセル

を持つ手にあんどが浮かぶ。

35．竹ステッキ

撮影：昭和32年1０月

戦前、戦時中、戦後と、長い年月続いてきた福島軽

工業の竹ステッキ作りも、今は姿を消しました。竹の

皮を取り、節を削り、まつすぐに伸ばし、えを曲げ、

染色乾燥して仕上げる。当時は、裾野で唯一の輸出品

でした。その用途については詳しく知りませんが、葬

儀の参列者が持っていき、墓地に立てるとか聞いてい

ました。

ステッキのほかに、昔のたばこは、朝日以外の巻た

ばこには吸い口がなかったので、竹パイプとキセルに

使うラオが作られていました。竹パイプやラオは、戦

後、たばこの変化に伴ってその姿を消していきました。

懐かしい工場の庭も、今日、パチンコ遊戯場の駐車

場となっています。

36．銀波輝く草原

撮影：昭和34年1０月

十里木忠ちゃん牧場束北側あたりの小商い丘に立つ

と、東浦士演習場のひょうびようたる大草原が見渡さ

れる。

秋ともなれば、減習場立ち入り日を利用して、地元

権利者がセンブリなどの薬草を採取して歩く姿があち

らこちらに見受けられるが、それにも端して、銀色に

輝く雄大な草原の穂波を見に訪れる都会からの家族連

れがＨにつく。

見渡す限りススキの穂が、秋の日差しを受けて銀色

に輝き、風になびく穂波はまさに銀波の寄せるごとく

でまことに壮観な眺めです。

質素の中に愛くるしさを思わせるあのころの乙女、

銀波の''１に配するにふさわしく、懐かしい想い出の草

原です。
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38.ブナの原生林 ３９．公共事業の労力奉仕

撮影：昭和33年１０眉 撮影：昭和30年１１眉 撮影：昭和33年11月
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日進月歩、もう．iliい言葉になったようですが、すべ

ての面で機械化が進み、肉体労働が減少しました。建

設工事にあっても、コンクリートは電話一本で生コン

車が工事現場に到潜、直ちに打ち込み、商い所へは圧

送車でコンクリートを送り打ち込む。人力では手元作

業ということです。戦後はようやく動力の練り機が登

場した。手練り作業が動力化しただけでも大きな力と
なった。

この作業に従事している人たちは当時、模範農家の

中堅グループで、この作業は、部落内の公共事業に従

事しているところでしょう。現在公共事業と言えば役

所まかせですが、当時はこのように地元の人たちが力

をあわせて工事を行ったものです。

「この木なんの木気になる木｣、歌の文句ではないけ

れど、なんの木と思いますか。そう、ブナの原生林で

す。この地方でこのようなブナの原生林は他に見るこ

とはできません。

植物学上では、ブナの植生は十里木が南限と言われ

ているので、学術的にも貴重な存在です。

この原生林は十里木にある頼朝の井戸の森で、幾年

月の年輪を刻んだものか計り知ることもできません。

ｌO数年も前に、県農業試験場の調査団と共に愛勝山

へアシタカツツジの訓査に行ったとき、呼子峠あたり

にはブナの老木がたくさん枯れているのを見ました。

この森のブナはいつまでも健在であることを祈りたい。

篭
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いまは、農作業も機械化が進み、稲刈り、脱穀もコ

ンバインにより、ほ場で即時に行われるが、戦前は稲

刈りといえば平干しに限られていた。戦時中あたりか

ら掛干しを行うようになったが、これも大変労力のか

かる作業でした。掛干し中に台風や強風が吹<と頭痛

の種でした。

「見ろ、オンバクでロクな仕事をしないから、おまえ

らのやったところはみなひつくり返ってしまったぞ､。

早く行って起こしてこい｡」親父によくどなられたも

のです。この掛干しのやり直し作業がまた大変でした。

稲は雨にぬれて重いし、足は作り替えねばならないし…

今は遠い思い出の一つで、見られぬ光景となりました。



41．まりつき40．春を呼ぶ童たち

撮影：昭和29年２月撮影：昭和30年１后撮影：昭和32年1２月

匠 己

1７

「お正月がきたならばこつぱのようなもちを焼

いて赤いおくべにゲタはいてタコを揚げたり

ハネついてペッタンペッタンまりをつく」

今は昔、富士農園の茶園でこの童たちと会ったとき、

私が子どものころよく母:が歌ってくれた童唄を想い出

していた。貧しい里の子ども心にいかにお正月が待ち

どおしかったことか。

この子どもたちの家庭は決して貧しいとは思えない、

むしろ恵まれているのだろう。春を早くこいと呼んで

いるような明るく無邪気な表情に、自分の子どものこ

ろを想い出しながら将来への力強ささえ感じたもので

す。
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戦前は別として、戦後の１０年はあらゆる物資が不足

していましいた。今は、お金さえ出せば何でも入手で

きる時代になりましたので、子どものおもちゃも高級

なものがたくさん出回っていて鴬<ほどです。

昔は、お正月の子どもの遊びといえば、男の子はタ

コ揚げ、コマ回し、女の子は羽根つき、まりつき、男

女あつまってカルタ取りや百人一首に夜の明けるのも

忘れて興じたものですが、このごろでは、こうした遊

びも珍しくなってきました。戦後まもない子どもたち

は、質素な衣服を蒲て寒さにも負けず元気にわらべう

たを歌いながらまりつきをしたものです。
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42．木炭を焼いたころ

皇

戦前私たちの地区にも炭がまが２つほどありました

が、所有者は山持ちの11｣家のもので、小作農家はこの

かまを借用して炭を焼いたものです。もちろん私たち

貧乏な農家では木炭を暖房用などには使用できません。

養蚕をやったので、春蚕や晩秋蚕の時期には蚕室の暖

房用に木炭が必要でした。戦後はタバコ栽培を始めた

ので、タバコは養蚕飼育の桑に弊害があったため養蚕

をやめ、木炭もそれ程使用しなくなりましたが、正月

用などにｌかまくらい焼いたものです。

かまに火を入れるとだれかが火の番をしたものです。

この娘さんどこのだれかって、ご想像にまかせましょ

う。多分50歳近くなっていることでしょう。
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43．梅花ほころびる頃

撮影：昭和30年２后

梅の花といえば、私たち年代の者は菅原道其の歌を

思い浮かべます。
こ ち

東風吹力､ぱにほいおこせよ梅の花

あるじなしとて春なわすれそ

この地方で梅といえば熱海の梅l刺が有名ですが、私

も拾数年前に梅まつりに一度は行ってみようと友人と

共に行ってみましたが、観光客が多く人波のI|'で花を

めでるなどという気分にはなれませんでした。

戦後、禰沢や．IMJl1lに梅剛が出来ました。しかしこれ

は個人の栽培梅|刺でしたので花見をやるわけにはゆき

ませんでした。

桜の花はらん裡、梅の花は渚そ、この娘さんも梅の

花におとらず満その感じの娘さんでした。

1８

44.さつまいもの苗作り

撮影：昭和33年３月

甘しょ（さつまいも）は、この地方の特産物で、こ

とに愛鷹山ろくの富沢内野山地域で栽培されたさつま

いもは品質味がよく、主として関西方面に出荷されて

肢高値で取引され、広くその名を知られていました。

戦中、戦後の食糧難時代に至っては、さつまいもが

米についで重要な食糧となり、都会からは買い出しが

押しかけてきたものです。

こうしたわけで、さつまいも栽培の重要ポイントは

苗作りでした。苗床の作り方や、温度の関係になかな

かの技術を要したものです。温度があがりすぎて種い

もを全部くさらせてしまったなどの失敗がずい分とあっ

たものです。

45．黄瀬川のますつり解禁

撮影：昭和32年４月

戦後１０年、このころは国民生活も敗戦のショックか

らようやく立ち直り、落ちつきを取りもどしてきた時

代です。しかしまだまだ物資も乏しく生活に余裕もあ

りませんでしたが、このような巾で黄瀬川のマスつり

解禁日は、おとなも子どもも楽しみに待っていた一日

です。

昭和31年９月の豪雨により大畑橘は流出しましたが、

まだ新しい架橋工事は始まっていません。仮橋の上下

でつりを楽しんでいる人たちを見ると、現在のつり人

たちに比較して服装も、つり道具も、いかにも質素だ

と思えませんか。

当時の'1州|をうかがえるような気がします。



46．水ぬるむ頃

撮影：昭和29年４月

乙女の青春とは、こんなにも明るく、美しさに輝い

ていました。この頃は前後６年を経て、サンフランシ

スコ平和条約が成立し経済も立ち直りを見せ、ようや

く平和の光りが見えてきたときでした。

見合いをして婚約の話しがきまり秋にはお嫁にゆく

ことになったと話していました。青春の日の何ものに

もたとえようのないよろこびの日々、全身の熱さを冷

たい水でこころよくさましているかに見えました。

この年の４月１日を期して、泉村、小泉村が結婚

(合併）をし裾野町となり光り輝く裾野市となる一歩

をふみだしました。

この娘も、この年を生涯忘れることはないでしょう。

４７。桜の花咲く季節

撮影：昭和29年４眉

ものいわぬ草木も、めぐり来る季節ごとに花を咲か

せて人間社会に季節を教えてくれます。美しさを誇る

かのように咲く華麗な花、よく見ないと見落としてし

まいそうな道ばたに咲くかれんな花、花にもいろいろ

あるけれど、私達I:l本人にとっては桜の花が一番親し

みやすいのではないでしょうか。またこの季節が私達

の気持ちを一番良く引き立ててくれるようです。桜の

花と人とは古来より強いきずなで結ばれています。散

りぎわを武士と結びつけた言葉や、人々の行動を戒め

た言葉など数限りなくありますが、やはり桜の花の季

節が来ると自然に心が浮き立つようです。またこの季

節には色々な行事が催されます。この写真は野点の一

コマｏ

茶道の心得のない私にも風雅ゆかしきものとの味わ

いを楽しみました。

48．蕗露地栽培の当時

撮影：昭和29年５月

麦の穂が出ました。あとｌか月たらずで収稚が始ま

ります。そして忙しい田植えの季節がやってきます。

嫌の収稚は五月初めから麦の収稚までの短い期間に行

われます。取りたての水々しい蔀を出荷するために朝

早く収枇します。おばあさんも子どもも朝ごはん前に

お手"伝いです。厳の露地栽培がはじまったのは県東部

では術士市に次いで裾野（当時小泉村）でした。堰原、

水窪地区の先進農家によって栽培が始められました。

しかしあのころは、木箱に毎を一つ一つ升ベラを使っ

て上手に箱詰めしないと輸送中に荷傷みがして売りも

のにならないので大変でした。富士山の高冷地育苗、

ビニールトンネル栽培と裾野で開発し、栽培地は茶畑

から久根、公文名と移行し今も少数ながら栽培されて

います。
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49。宗祇法師をしのぶ

撮影：昭和29年４眉

室町時代中期の連歌師宗祇は、「竹林抄」や「新撰
つ<ぱ

菟玖波卦さ」などの連歌撰集の編集をしたと言われ、こ

の宗祇法師の墓が市内の桃圃にあります。古老の方に

聞いた話によると、桃閲山定輪寺は現在の位置より西

側の山ふところにあったといわれ、法師の墓はその定

輪寺境内にあったものです。知人を介して竜沢寺のお

坊さんに来裾していただき、法師の墓におまいりをし

てくださるよう御願いしましたところ、心よく承諾し

てくれました。

名まえは忘れましたが、竜沢寺の内でも偉いお坊さ

ん一行が７人で来てくれました。早春の墓参の一日で

した。いまは開発のため、この墓地も移転して現在の

定輪寺境内にあります。

”

50。!懐かしい十里木分校

撮影：昭和33年６月

F，■

昭和29年に須山小学校は全焼し、Ｉ･'１学校の一部も焼

失したが、翌30年には須山小中学校新築校舎が落成し

た。本校は災難にあったが、ここ十里木は静かな平和

に明け暮れていた。昭和32年には須山村が富岡村と共

に裾野町へ合併したが、この頃の十里木はバスも通わ

ない陸の孤島といわれていた。しかし、東海道が出来

る以前は街道筋で仲々のにぎわいであったと古文書に

記されている。

戸数１５戸、全校生徒１１人、十里木分校の姿でした。

いまは分校の校舎もなく生徒は須山小中学校へバス通

学をしています。人里はなれた十里木も今は、富士急

の開発による別荘地、日本ランド遊圃地、大昭和開発

の別荘、ゴルフ場、餅士サファリパーク等々一大観光

地としてにぎわいを見せています。

51．田植の頃の幼な子

撮影：昭和31年６月

戦後の一時期は食糧難であったため、食枇の増産と

米や麦、甘藷の供出などで農家は大変忙しい毎日であっ

たけど、反面農業の花形時代でした。この頃の農家は

忙しくても経済的に恵まれたので、働き甲斐がありま

した。私も戦後北支から引き揚げ者ですが、実家に身

を寄せてしばらく農業をやりましたが、何を作っても

庭先で売れた時代でした。戦前の農家はみじめでした。

私の家などは水のみ百姓で、働いても働いても借金に

追われていました。田植時期になると妹をオンブして

学校へ行きました。小学校５年生の頃は、田植の時期

中毎日縄張りをして手伝いをしたものです。この写真

を見ていると、幼い頃が想い出されるのです。何かを

訴え、大人に対して抗議したいようなそんな顔に見え
ます。



５２竹細工の盛んな頃

撮影：昭和30年７腸

現在、竹製品といえば、名工といわれる茶畑の芹沢

さんが作る竹細工品のように、民芸品的に扱われるよ

うになり、観光地に行くとみやげ物店に民芸品のみや

げ物として売られています。戦後、産業の目ざましい

発展によりプラスチック製品が出現しました。この以

前は、竹製の容器は生活必需品として欠くことのでき

ないものでした。農作業に用いられた篭類、お勝手川

のざる、ご飯びつから弁当びつにいたるまで、雑貨屋

さんには竹製品が山と積まれていました。これらの竹

製品はカゴ屋さんで作るだけでなく内職として一般家

庭でも作られていました。

単価が安いため堂産しなければ収入は少ないので、

岩いときも寒い時期も、手の荒れにも負けず一生懸命

に作業していた姿が思い出されます。

53．自然は偉大で恐ろしい

撮影：昭和33年７月

うっとおしい雨空の続いた梅雨も、ようやく明けて

やれやれと思ったのもつかの間、カンカン照りの夏が

一気にやってきた。初期生育の良かった陸稲も、耕土

の浅い畑では早くも葉枯れが見えはじめついには枯死

する株が目立って多くなってきた。農家では、辛うじ

て生きている株を、枯死株の少ない畑に移植したり、

水をかついで運搬しかん水して一生懸命に手をつくし

たが、焼け万に水のありさまで、ついには全滅の畑が

続出した。

やっと生き残り出穂を見た陸稲も白穂が多く、この

秋の収稚は少なかった。

麗家の人々は、自然と共和しながら、自然との戦い

を続けて汗を流します。それでも報われないことも…。

この年、狩野川台風が来襲し、伊豆地方に大被害を

もたらした。

54．農家の働きもの

撮影：昭和29年８屑

「ホラ・ホラ・ちょっと待ってよ、ベエちゃんもお

腹がへったか知れないけどお姉ちゃんも腹ペコだよ、

わかったよ、いまやるからネ」と牛と話しながらの娘

さん、暑さにもめげず田の草取りに励む。いまは昼ど

き。現在の農家では、娘さんがH1や畑に出て働く姿な

どほとんど見られないし、牛や馬の姿も見られなくなっ

た。

この頃の農作業は、全部手仕事であったから牛や馬

は唯一つの原動力であり家族の一貝として可愛いがっ

ていた。牛もよく家族になついていたものですが、い

まは畜産農家にしか見られません。

あの頃の農業は、人手がいくらあってもたりないと

きでしたから、娘さんは勿論、学校へ行っている子ど

もまで農作業の手伝いをしました。ほんとうに昔の話。

閉
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56。中駿大同団結の日 らう。愛麿u-I登山道調査

撮影：昭和33年８月 撮影：昭和32年９月 撮影：昭和34年９月

ト
ト
ｌ
ｌ
ｑ
４
》
切
畢
》
密
》
一
獅
却

陽U２

中駿の大同団結による裾野町の発足で商工会も活動

を開始しました。また地域毎の活性化を側るためにも、

観光協会の設置も必要になりました。町経済委員会、

商工会の関係者が中心となって観光協会設立に努力し

ました。

こうした経過の中にも実践活動は始まりました。｜IＩ

須山富士登山道を復活するための登山道調査、愛ｌＭ１１

登山道の現況調査、動物、植物などの訓査等、足を使っ

ての訓査が活発に行われました。

写真は、愛卿山呼子岳の頂上での一服風餓です。皆

さんこの頃はまだまだ元気旺盛で終日歩いても疲れを

見せなかったものです。こうした調査を繰りかえし行っ

て、登山道の整備や、アシタカッッジ原生群落の保謹

指定等につながってきたものです。

昭和27年４月１日、小泉村、泉村が合併して裾野町

となりました。日米行政協定の成立、保安隊の発足が

この年でした。昭和31年９月30日、深良村が裾野町へ

合併しました。御殿場線にディーゼルカーが運転開始

されたのがこの年です。昭和32年９月１日、篇岡村、

須山村が裾野町へ合併して中駿五ケ村が一つに団結し

ての裾野町の発足となりました。この年にソ連が人工

衛星の打ち上げに成功しています。

写真は、合併祝賀式典の一場而、万歳の表情にも幕

ぴがあふれていました。

長い年月、中駿五ケ村の行政を担当して、今日の裾

野市発展の基礎を築かれた元老の方々の顔がいきいき

と輝いて見えます。いまは亡き方々のめい福をお祈り

いたします。

琴溌，

主需宇

隙

55．真夏の田園風景

鵜;Ｉ

田植のあと、一番、二番の田の草取りも済み農作業

も一段落です。

今日も朝からヂリヂリと真夏の太陽は容赦なく照り

つけます。定期的な農作業が一段落したとはいえ、こ

んな暑い日でも農家の人々は休んではいません◎野ま

わり（田の見廻り）をして日干し、水かけの手配り、

くる刈り（田の畝の草刈り）等々、でもこの頃は猫の

手も借りたい忙しさではないのです。なのに猫も犬も

お手伝い？お母さんと娘さんのあとについて犬も猫

もやってきました。犬は「この培さではたまらないよ、

参った、参った」という表情。猫はこれを見て「ニャ

ンともまあ……それを夏のヤセ犬と言うんだネ」そん

な会話がきこえるような、お母さんと娘さんはさて何

を話しているのかな。真夏の田圃風景。

N

i譲与．



58。郷土の生んだ政治家

撮影：昭和33年９月

隆

'

郷土の誇る政治家故遠藤三郎先生が、建設大臣に就

任されて晴れのお国入りをされたのは、昭和33年夏の

頃でした。

その年の春まだ浅い頃、先生が入閣するかもしれな

いという話が秘書の方より入り今か、今かと待ちわび

たものです。いよいよ組閣の日の朝建設大臣の報が入

りました。その日裾野町は喜びに湧き立ちました。

お国入りの祝賀会は西小学校校庭で開催されました。

喜びと大臣の抱負を語る先生の顔は勿論、富岡地区の

皆さんの顔は殊のほか鼻が高く見えました。

59。裾野市の基礎を作った人々

撮影：昭和32年1０月

昭和32年９月１日、須山村と富岡村が裾野町に合併

して中駿五ケ村の大同団結ができあがりました。この

写真は、その当時の裾野町町議会議員の先生方です。

すでに故人となられた先生も半数を数えますが、肉

親の方や親戚の方々、恩人と尊敬する方、知人、友人

と市民の皆様の'.|'には非常に懐かしい想い出の姿では

ないでしょうか。

中駿五ケ村合併の推進、工業立町とする企業誘致、

観光資源の発見と観光開発、道路網の整備、教育施設

の充実、福祉行政等々、情熱を燃やした先生方の顔が

印象強<{言lに浮かびます。

60．今は見られない秋祭りの山車

撮影：昭和31年10月

「ピーヒヤラヒャラピーヒャラ、ドンドンツクツド

ンツクツ、チャンチキチチャンチキチ」秋祭りの儲、

太鼓、鐘の音が聞こえてくると、貰った小巡いを固く

握って祭りの夜店に駈けて行った子どもの頃を思い出

します。秋祭りの岐後を飾るのは二本松（佐野上町、

緑町、元町）の浅間神社のお祭りで、山車が出て賑わっ

たものです。今は交通関係で山車が出なくなり秋祭り

も一抹の淋しさをおぼえるのは私だけでしょうか。

テレビでは、各地でお祭りの催し物が色々と磯大に

復活していることを報じているこの頃です。

鵬
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撮影：昭和30年1１月 撮影：昭和30年1２月 撮影：昭和31年1２月

P可

墓鍾蒙鯛

師走もおしせまって、あしたはモチつきです。お父っ

ちゃんは、オセチ料理やおぞうIこの材料に、大根やら

里いも、人参などを掘りに行った。

都会に働きに出ている娘は、冬休みで久しぶりに帰っ

てきた。でも田舎は正月を迎える準備でおおいそがし、

娘の相手になってはいられない。

「久しぶりに山や畑の景色を眺めながらお父っちゃ

んを迎えにゆこう｡」

きっと、こんな場面でしょうね。今はもちろん、馬

力も見られないし、こんな山村の肌餓は見ることので

きない一幅の絵でありましょう。

戦後１０年、食料事情も徐々におちつき、経済復興の

きざしも見えてきた頃でしたが、子どもたちの遊び道

具にまでは手が届かなかったのでしょう。今は、オモ

チャ屋の店には木製からプラスチック製電気製品等、

ありとあらゆる玩具が並んでいますが、この頃はせい

ぜいゴムマリくらいのものでした。それでも子どもた

ちは元気で健康で、子守やできる範囲のお手伝いをし

ながら、子どもたちで遊びを見つけて朗らかに遊んで

いたのです。

もうすぐお正月、さて何を買ってもらうのかな、マ

リかな、服かな、それとも靴かな。

この当時、裾野町ではきのこ類の人工栽培を計画し、

まず椎茸とマッシュルームの栽培を推進指導していた。

マッシュルームは、沼津北部高校の藤沼先生が種菌

培養のパテントを取られたので、先生について教えを

受けた。

椎茸は、椎茸研究の椛位者である広江博士に師事し、

１１月から３月にかけて発生させる促成栽培を習得した

ので、この技術を普及指導していた。しかし、裾野の

農業はなんでも栽培できる而があって、残念ながら産

地化には至らなかった。

しかし、深良と今里には大大的に栽培し成功してい

る方がいます。

蝿
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61。椎茸の植菌作業
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64．出初式

撮影：昭和32年１月

昭和31年９月１日、深良村が裾野町へ合併した。翌

年の消防出初式は裾野高等学校の校庭で行われた。

消防ポンプも今昔の感がありますね。たしかこの頃

は、自動車ポンプは２台くらいだったと思います。ガ

ソリンポンプが花形、ポンプ操法にも真剣そのもので

す。ガソリンポンプは、人力で引いて火事場へ走るの

だから、消防手はとても大変だったのです。

今は、消防署が設置され'常設消防士が活躍してくれ

ますから、市民は枕を高くして眠ることができます。

６５。岳麓に見る牛馬力

撮影：昭和30年２月

このあたりでは、昔から馬車とは言わず馬力と言っ

ていた。馬に引かせる荷車だったから馬力と言ったの

でしょう。発動機は何馬力と言われます。昔は、馬が

動力源の蚊たるものだったのでしょう。

戦中は、農耕馬も軍用馬として軍隊に徴用され少な

くなってしまったので、馬の代用として役牛を使うよ

うになったのです。牛は温和で女、子どもにも使えた

ので馬ほどの能率はあがらなかったけど重宝がられま

した。

牛が引く車は、牛馬力と言い、馬力より少し小型に

できていました。

６６．－ぶくするおじいちゃん

撮影：昭和29年１１E：

地位も、名誉も、名もいらず、ただ一心不乱に働き

続けて70余年、今年の秋はお子さんたちが、赤い帽子

にチャンチャンコを着せて米寿の祝いをしてあげると

か言っていた。煙草入れ、キセルを持つ手指は大きく

力強くまだ若々しくさえ見える。

仕事の合間の一服はいかにもうまそうで、吐く煙り

も力強い。幾星蒲を野良仕事一筋に生きた人生は、語

らずともその風貌に出ているようで、野良着姿がよく

似合うおじいちゃん。私の父も90歳で亡くなりました

がどこか似ているように思い出すのです。

鰯



6ﾌ。あの頃の農業近代化事業

撮影：昭和34年３月

富岡地区の演習場に隣接する農耕地は大面稜があり、

陸稲や豆類、とうもろこしなどが栽培されていた。こ

とに北部には水田がなかったので、陸稲は大事な作物

であった。しかし、この地域の表土は黒ボクといわれ、

その下は富士マサと呼ばれる不透水盤層があって水を

通さないため、長雨や日照りの災害を受けることが多

かった。昭和34年新農村事業の指定を受け、大型農用

ブルドーザーを導入して深度１メートルの富士マサを

破さいし優良農地の造成を行い関係住民に喜ばれた。

しかし今はトヨタ、関東自動車の企業用地となってい

る。

2６

68．山羊といっしょに

撮影：昭和33年３月

「アレアレ駄目よ、そんな方へ行っちゃ駄目墨もっ

とゆっくりまっすぐ歩いてよ、ホラホラ車がぶつかっ

てしまうじゃないの｣◎農家では自家用の乳をしぼる

ため乳牛を飼っていない家では山羊を飼っていました。

娘さんが仕事道具を車に積んで野良仕事に出かけま

す。山羊には新芽の出てきた草をたくさんたくさせよ

うと、いっしょに野良へ連れていきます。

おじいちゃんは、日向ぼっこをしながらかわいい孫

娘の仕ぐさに笑いかけます。小春日和ののどかな山村

のほほえましい風物詩。

６９．彼岸過ぎての麦の肥

撮影：昭和32年３月

その昔、日本陸軍の兵士がかぶった戦闘帽を格好よ

くかぶり、手拭いを首に巻いて、まさに農業戦士、老

兵は死なずただ働くのみ、といったいで立ち。ガタガ

タしたってしょうがないネエ。一服やるべエ、エヘヘ

ヘエ……。腰から引き抜いたタバコ入れ、キセルの鞘

の割れたところに緋創獅を巻いたところなど当時を祐

桃とさせます。「彼岸過ぎての麦の肥」だからな遊ん

じゃあいられネエヨ、と笑っていた。麦作は彼岸過ぎ

てから追肥をすると、おそ出来がして減収するとの意

味なのです。このおじいさんいまも元気でいるだろう

か。



ﾌ0。旧裾野市役所の庁舎

撮影：昭和35年３月

昭和27年小泉村、泉村が合併して裾野町となった当

時の役場庁舎は、それまでの小泉村役場（現在聖心幼

稚園の所にあった）を使用していたが、非常に狭小な

建物だったので裾野町役場として新築したのがこの庁

舎です。

この庁舎も、昭和31年深良村が合併し、さらに昭和

32年窟岡村と須山村が合併したことにより手狭となっ

たため３階を増築しました。この写真は３階増築前の

もので、この写真を搬影した時は市民会館の建設中で、

屋上のコンクリート打ちがおこなわれていた時で、そ

の屋上に登って搬影したものです。

ﾌ1．田園の一隅で

撮影：昭和33年５月
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戦後11年を経たこのころは、ようやく衣食住も豊か

になりつつあって、前途が明るくなってきたころです。

この前年、術岡村、須山村が合併して中駿５か村が

団結一丸となり、現在の裾野市繁栄の基礎ができあがっ

た年です。

裾野町とは言っても、私の住んでいる所など片田舎

の一隅でしかありませんでした。写真左上に見える屋

根が私の家ですが、妓近の豚舎の方が立派ですね。

でも、小さな畑には麦の穂が波を打ち、菜の花も咲

き、苗代の苗も伸びてとてものどかに思いだされます。

この年狩野川台風で伊豆地方は大被害を被った。

ﾌ2．田植､掛け声が聞こえるようだ

撮影：昭和30年６月

当時の田植は大きな掛け声で作業をするにぎやかな

ものでしたが、作業順序は掛け声によって進行するの

です。簸初は田を横に代をカク、これを一鍬という。

次は縦に代をカク、これを交互に二鍬、三鍬と代カキ

をする。掛け声は一鍬月がヨンヤサ、二鍬目はタイギ

ダ、三鍬目はカイダセ、四鍬目がオシキレ、五鍬目は

ハンヨダ、六鍬目はカイコダ、岐後の鍬はナラセヨ、

で終了する。一鍬から三鍬目までは鼻取りは歩く行を

細かくし、代カキは力強くマンガを押し三歩押したら

マンガを上げ、また押す。四鍬目のオシキレではマン

ガを上げずに押し切る。ハンヨやカイコの鍬では鼻取

りは荒目に歩き、代カキは高目の所を低目の所へわず

かに押す。ナラセはマンガでザブザブするようにして

終わる。

勘
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ﾌ4．町民会館落成式典 75．合併祝賀式典

撮影：昭和37年５月 撮影：昭和34年８月 撮影：昭和32年９月
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昭和32年９月１日富岡村、須山村が裾野町に合併し

中駿５ケ村の大同団結が実現した。23,000人の町民は

心から祝福して合併発足祝賀式典を挙行することとなっ

た。この祝賀式典は各種団体、町民こぞって盛大に開

催された。式典は東小学校で行われその席上、町章制

定のため公募された入賞者の表彰も行われた。また全

世帯に町章染め抜きの手ぬぐいを１本ずつ配布、小学

生、幼稚園、保育園児には打ち菓子を１個ずつ贈った。

催し物は、商工会による花火100発の打ち上げ、小学

生児童の旗行列、青年団による演芸大会、駅前広場で

は山車のシャギリ、婦人会による踊り、県東部相撲大

会等々が催され町民の喜びは一入感慨深いものがあり

ました。
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73・大畑橋の今昔
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この橋どこの橋かわかりますか。昭和10年代以前生

まれの人たちには思い出の深い橋、時代劇映画のロケ

にも度々撮影された懐かしい木橋の大畑橋でした。昭

和31年７月23日の台風集中豪雨で危険にさらされ、警

戒についた町職員（現水道部長古谷さんら）の見守る

中でアシと言う間に流出、この写真は流失１時間ほど

前の撮影によるものです。昭和37年５月新しい大畑橋

がようやく完成して経済文化の交流発展に大きな役割

を果たしてきましたが、時代の流れに即応して昭和６３

年度には新しい橋にかけ替えられるそうです。

昭和34年といえば、皇太子さんが正田美智子さんと

ご成婚の年です。国民こぞって祝福しました。しかし

悪いこともありました。伊勢湾台風が上陸して甚大な

被害をもたらしました。安保改定反対･デモ隊が国会椛

内に突入して世間をさわがせました。

裾野町民にとってはおめでたい年となりました。そ

れは、待ちに待った町民会館、公民館が落成したので

す。中駿５ケ村が合併したものの、行事があっても寄

り所がなく、庁舎の屋上で済ませたものです。落成式

のこの日はlIiliれ晴れとした顔が新しい町民会館一ぱい

に見られた。
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ﾌﾌ。竹カゴ屋さんﾌ6．観光資源調査の一行

撮影：昭和34年12月撮影：昭和32年1１月撮影：昭和35年1０月

－
４

この年は、日米安全保障条約の改訂に調印され、こ

の批准に反対する運動が激化したり、浅沼社会党委貝

便が刺殺されるなど物情騒然としていたころです。

裾野町では、町議会議員と観光協会役員が合Iilして

将来の裾野町発展のために、工業立町と併行して観光

開発を進める計画を立て、まず観光資源の調査を開始

しました。町内はもちろん、東は箱根山の神奈川県境、

北は樹土山の御殿庭、西は愛膳山等々くまなく踏査し

ました。箱根111の芦ノ湖スカイラインは工事中だった

ので大変でした。山伏峠で一服、今は亡き人もおり懐

かしい想い出です。

店頭にいっぱい並んだ竹製品、木の葉樋、竹ぼうき、

こまんざらい、市場篭、目龍、背負総、農家にはなく

てはならないものでした。農家はもちろん非農家、一

般家庭にも絶対必要な旅類、大旅からコンボイザル、

味噌こし、セイロ等々、メジロカゴも見えます。

Ｉｌﾘl夕の野Iljlりには木の葉樋を背負い、鎌を持って行

く、水の掛け引をしながら土手の草を刈り随につめて

帰る、馬や牛のえさです。このような懐かしい竹製品

も現在は化学製品に代わり、竹かご屋さんもなくなり、

裾野市内でも２，３軒を残すだけになりました。懐か

しいですね。
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78鱒の発展を築いた
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昭和34年も師走を迎えたある１日、裾野市の偉大な

政治家２人が対談しました。岩崎旭さんは昭和22年４

月１日静岡県議会議員に当選以来、６期24年間を歴任

して昭和46年３月退任。昭和47年１月10日裾野市長と

なり、昭和51年１月退任されました。市野外さんは泉

村当時から村議会議貝を勤め、州jllU.となってからも

llU議会議員、市議会議員を続けて議長を昭和30年７月

から31年２月までと、３３年１０月から37年１０月まで歴任

されました。

この日は、裾野市の将来についての抱負を語り合っ

ておられました。

濯霊g＝~‐季、堅一画－‐_一雲窒弓藍･色呼墾二、。｡‐津･－己
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80。思い出の政治家 81．市民スポーツのはしり

撮影：昭和33年元旦 撮影：昭和32年２月 撮影：昭和35年３月

篭

これは、石脇区の健民運動会の一コマです。故人と

なりましたが、時の石脇区長大庭忠治さんの提唱によっ

て健民運動として区民総出で運動をすることになりま

した。市民スポーツのはじまりであり現在提唱されて

いるコミュニティづくりの元祖とも言うべき運動会で

す。グラウンドは稲を刈り取った跡の田んぼ。３月と

はいえ外はまだ寒い早春の日射しを浴びて、モンペ姿

にカッポウ着、顔に汗して真剣にバレーボールに取り

組んでいたご婦人たち。現在はバレーボールも盛んに

なり体育館で行われておりますが、しみじみと今昔の

感がしのばれます。

思い出の方々、裾野市の元老とも言うべき偉大な人

です。渡辺義夫さんは昭和31年４月30日２代目裾野町

長として就任、昭和34年12月20日退任するまでの間町

政を担任されました。この間31年９月には深良村が合

併、３２年９月には富岡村、須山村が合併されました。

合併後の煩雑な町政を担当されたのです。今も元気

で社会のために尽力されておられます。

杉山識恵さんは既に故人となられましたが、泉村、

小泉村が合併した昭和27年５月３１日初代裾野町助役に

就任、昭和35年５月20日退任するまでの間、初代藤原

重治町長から３代目小林秀也町長の女房役として尽く

されました。その温和な人柄が今も目に浮かびます。

本当にご苦労さまでした。

；

79篭湧繍員

■
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(上)杉山織恵氏
(右)渡辺義夫氏

昭和32年９月１日、密岡村、須'1J村が裾野町と合併

してL|｣駿の大同団結が成されたのですが、この写真は

翌年の昭和33年元旦の記念写真です。この美男美女は

当時の町役場職員（有志）の晴れ姿です。場所は役場

庁舎（現在の勤労青少年ホーム）の屋上です。現在市

役所職員は年賀の式を行っているかどうかは存じませ

んが、この頃は三役以下全員が登庁して年賀の式を行

いました。毎日見馴れている顔もこの朝は別人のよう。

現在市役所に在職している方は丁度半数で部長、次長

クラスですね。お元気で市民のために頑張ってくださ

いｏ



82。'懐かしい十里木の顔 84．アシタカツツジの現地調査

撮影：昭和35年５月 撮影：昭和37年５月撮影：昭和35年３月
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懐かしい顔が並んでいます。若々しくて溌刺として

いました。十里木の顔です。２７年前の十里木のご婦人

方です。十里木には水がなく、頼朝の井戸と言われた

井戸が唯一の水源で、この井戸から水を汲み上げ肩に

かついで各家庭に逆んでいたのですから、水は非常に

大事に使用していたものです。昭和35年４月待望の水

道が完成しました。この時の十里木の方々の喜びは大

変なもので子どもたちは蛇口を開けては水が出た出た

と大ハシャギでした。この日は、水道完成祝いの支度

をするので、うれしい顔がそろったところで一枚はい

パチリ。

昭和36年春、米国植物導入局のクリーチ博士（理学

博士、野生ツッジの権位者）が日本の野生ツツジを調

査のため訪日して、愛勝、富士山麓を調査された折ア

シタカッッジについて「眠れる山の宝」と絶賛された。

町では、昭和37年県農業試験場に依頼してこの地域に

対するアシタカツツジの学術調査を依頼した。この調

査団は県農試場長河合博士、同農試篠原博士、船越技

師、村松技師、杉山総務部長の諸先生により実施され

た。この調査報告は紙面の都合上記述できないので、

またの機会に記述しますが、写真の中央の方が調査団

長の河合博士です。
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83．柳端橋の竣工式

韻
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昭和31年７月23日この地方を襲った台風は物凄い豪

雨を伴って吹き荒れたため河川は氾濫し、大畑橋や柳

端橋などいくつかの橋が流失した。それから４年昭和

35年５月柳端橋が竣工した。写真は竣工式の模様の１

コマです。既に故人となられた当時の町長小林秀也さ

ん、助役の杉山織恵さん、議長の市野昇さんなど想い

出の方々が列席されて、小林町長さんがテープカット

をされました。

山は、農耕地が多く見えます。左上には深良小学校

の校舎が見え、国道246号線をトラックが１台走って

います。のどかな田園風景の中で式典が行われました。
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85・七夕豪雨を省みて

撮影：昭和31年７月

昭和33年伊豆地方を襲った狩野川台風は前古未曽有

の大被害をもたらせたことは多くの人たちは記憶して

いることと思います｡幸い裾野地方はあれほどの被害

を受けたことは無いと言うものの、台風による被害は

すぐなからずあります。

昭和31年７月23日の七夕豪雨は、黄瀬川の氾濫を招

き、大畑橘や柳端橋をはじめ多くの橋が流失しました。

黄瀬川から導水している寓沢堰は、水門が木っ端微塵

に破壊され大被害を受けたのです。この雌道および堰

も２億２千余の巨大な事業班が投下されて立派な堰と

なりましたが、「災害は、忘れたころにやって来る｡」

と言われています。災害のおこらないように注意を怠

らないようにしましょう。

3２

86譲織羅引車に
撮影：昭和36年８月

ー辱さ票塞‐ﾐﾆー ﾐ

戦後15年、この時代は裾野地方農業の蚊盛期と言え

る時代でした。ほとんどの農家で耕うん機を所有して

いました。しかも農耕用の耕うん機にけん引車をつけ

て述搬用にも使用されるようになり、馬車、牛車は姿

を消しました。こうして一般道路を耕うん機けん引車

が通行するようになると交通上の危険が伴うので、交

通法規が改正され、昭和36年１１月から軽免許が必要と

なりました。農協では、農業者に軽免許を取得させる

ための実地識習会と取得試験を現地で行っていただく

よう警察署にお願いして実現することになり、各地区

ごとに小学校の校庭を借用して夏休み中に実施するこ

とになりました。

この写真は揃岡地区の免許取得実施試験の１コマで

す。

8ﾌ｡婦人会の視察見学の思い出

撮影：昭和36年９１巳

昭和32年９月１日、嵩岡村、須山村が裾野町に合併

して、文字通り中駿大同団結が成りました。戦後の急

速な復興による国民生活の合理化高度成長をふまえ

て、町は昭和35年に工場誘致条例をつくり、工業立町

をめざしました。そのトップをきって矢崎電線工業が

昭和36年設立、３７年には三菱アルミが着工しました。

このころトヨタ自動車工業の誘致が始まっておりまし

たが、地権者の理解を得るには長い日時がかかりまし

た。

婦人脚の理解を得るために、トヨタ自動車工業の会

社見学が企画され、バス５台に分乗視察を行いました

が、帰途浜松市にある航空自衛隊浜松基地の見学も、

この計画に盛り込まれていました。飛行機に触れたこ

となどない人たちがほとんどだったので、見学時間も

延び、感激もひとしお深かった様子でした。
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90．農業視察研修の思い出89．力ヤギ刈りのころ

撮影：昭和33年121弓撮影：昭和27年1１月撮影：昭和35年1０月
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借楽園は茶畑滝頭にあり28名共有地だったが、昭和

33年共有より裾野町に遊園地とするため無償貸与され

たので、町は遊歩道や休憩所を整備し遊園地とした。

園内には不動の滝があり、高さ１０ｍから流れ落ちる

景観はすばらしい。

当時裾野町は工業立川とあわせて、観光資源の開発

にも力を入れ、昭和35年には町内（現市内）全域にわ

たり観光資源の調査を行った。

写真は、借楽嗣案内板の前で記念搬影、当時の町議

会経済委員および観光協会役員の方々で、現在既に半

数近い方が故人となりました。懐かしく偲ばれます。

88護箪開発調査の

戦後農業の大革命だった農地解放も軌道に乗り、混

乱した食粒難もようやく落ち着き、戦後の農政を支え

た農地委員会、食糧調整委員会は解消して総合農政を

目的として農業委員会が誕生したのです。

当市においても昭和32年中駿大同団結による裾野町

の誕生により農業委員会も裾野町農業委員会になりま

した。このようにして農業委員会は農地法によるもの

と農政を扱うことになったのです。

これは、今後の裾野町農業の発展を如何に進めたら

良いかの研究のため静岡県農業試験場を訪問視察研修

の折の記念写真です。思い出の‘懐かしい顔ぶれです。

カヤギとは、手入れがよく届いていない、山林や林

道沿いや沢沿いなどに生えている竹笹のことです。昔

(戦前）の農家では、秋の取り入れ、麦まきが済むと、

モヤ切り（タキギ取り）や落ち葉かきをします。落ち

葉かきをするのに、まずカヤギ刈りをします。このカ

ヤギは、腿家にとって利ﾊ1が多く、たい肥小屋の開い

や屋根に、風よけ垣に、または塑性作物の支柱などに

利用したものです。この娘さんは、炭釜の火入れの口

火ﾊﾘにするために、カヤギ刈りをしていました。写真

で見るとは大違いで、きれいな顔や首筋などはバラ掻

きになり、大変に攻労伽で嫌な作業でした。

・
あ



91。岳麓の美人の思い出

撮影：昭和30年１月

よく古老の言われた例えに「富士山の見える処に美

人はいない」と言われましたが、これは世界に比類の

無い富士山の美しさを強調する例え言だと思います。

広報すそのの愛読者の皆さんはこの写真をご覧になっ

てどのように感じられたことでしょう。戦後10年を経

たお正月、まだまだ満ち足りてはおりませんでしたが、

清潔で溌刺とした笑顔でお正月を祝う様子は質素なが

らも、バックの深水画伯の描く日本美人とほんとによ

く似ていると思いませんか。時代は違っても古来より

伝統の日本美人の真の美しさが見る者に心の安らぎさ

え感じさせます。

3４

92．農技連のメンバーたち

撮影：昭和34年２月

昭和32年９月１日、須山村と富岡村が裾野町に合併

して中駿５ケ村の大同団結がなされたのですが、当時

の産業はなんと言っても農業中心でした。米をはじめ

すべての農産物は増産の掛け声にあおられていた時代

です。町の経済課勧業係と農協の技術員との構成で

｢裾野町農業技術指導協議会」が設置されて農家の人

たちの指導に専念し、数々の業績を挙げました。県主

催の堆肥増産共進会に富沢部落が優勝、蓮の高冷地育

苗による促成栽培、芝栽培を農作物に編入、つつじの

年内開花早咲き栽培に全国で始めての成功、ぶどう巨

峰の栽培やプリンスメロンの栽培を導入等々農家経済

の向上と安定に尽力したものです。皆さんにも馴染み

の深い当時のメンバー、いい男ばかりでしょう。左端

のベレー帽が筆者です。

’懐かしいキウイの
93．ハウス育苗

撮影：昭和33年３月

産業の技術革新に伴い農業技術の発展も著しく、皆

さんは既にご承知のようにハイテク技術によって農産

物の栽培も工場化して企業生産がなされつつあります。

しかし、あのころの農作業が懐かしいですね。こんな

こと言ってると年齢がわかってしまうけど、当時この

ような作業を３月初めにやっていた農家は篤農家だっ

たのです。ビニールハウスの中で２月上旬に播種３月

上旬移植育苗３月下旬ハウス内定植４月下旬から収穫

市場出荷という栽培形体で、より多くの収入を上げ得

た農家です。親子夫婦揃っての作業がうらやましく、

また、‘懐かしくしのばれます。



94蕊共同給水施設の
撮影：昭和35年４月

広報すその昭和62年４月151二１号「ふりかえる裾野」

82号に褐戦した‘‘-'一里木の姉人たち”で紹介しました

が、｜･里木には水道がなく、頼朝の井戸と言われた１

つの井).fに頼っていました。裾野町に合併した当初の

事業として水道の施設を計画したのですが、少数人員

のため水道の布設は不可能でした。他の方法を色々と

検討したところ、山村僻地共同給水事業を採用してい

ただき補助事業として実施したのです。昭和35年４月

待望の水道が完成しました。これは竣工式のスナップ

ですが、ブナ原生林の十里木公園で喜びの竣工式を挙

行したものです。

95．いしくのわざ

撮影：昭和33年５月

葱

１i工とは、イ｢の細工をする職業の人たちで、いし〈、

苅屋さんと呼ばれます。いしくと呼ばれる人たちがい

つの時代に生まれたかは知りませんが、機械のない時

代に大工事を世に残した雌史が忍ばれます。大坂城を

はじめ、名城の斬垣職みなどはその肢たるものでしょ

う。私の父も元は邪屋でした。石切場の高い所に登り、

命綱に身をゆだねて火薬を仕掛ける穴を堀り、爆破し

て大きな禰を落とし、ケンチという石を切り出して名

古屋方面へ送り出していました。谷間にこだまする金

槌の音、刑切唄が子どものころの思い出に今もはっき

りおぼえています。現代社会では、重労働を必要とす

る職業を希望する若者が非常に少ないと聞いています

が、今後どれ程機械力が進んでも、人の手を必要とす

る職業は希少価値的職業と言えるのではないでしょう

か。

96．景ケ島，依京寺について

撮影：昭和31年６月

蕊

蕊
も

蕊
蕊

佐野川の上流には、びょうぶ岩から景ケ島上下の

300ｍにわたって溶端が水食され、奇形を見せる渓谷

ですが、蛾ケ烏の11'央には依京寺があり西行法師手植

の松があり、コケむした汀仏や7.『塔に囲まれている。

この当時依京寺の堂は荒れるにまかしていたが、現在

は心ある人々の手により幾分か修復されているが、心

ない人たちがきてコケむした石仏の顔を持ち去ってし

まい、今では顔のついた石仏はほとんどなくなってし

まった。

この境内の溶岩にはヒトツバシダが生育しており、

植物学上からも貴重なものと言われるので是非とも保

謹されたい。

目悔



9ﾌ。黄瀬j叩の増水

撮影：昭和31年７月

雪愚遡蕊撃識灘
鍵､熟澱縫誕騒棚:…,ー綴鵜

昨年85号にも記しましたように、昭和31年７月23日

の七夕豪雨は物凄い雨量で、黄瀬川の増水はいまだ例

を見ない程でした。五竜の滝は滝の上と滝壷の落差が

ほとんどわからないくらいの有り様で、この増水に市

内の多くの橋が流失したことは、まだ記憶に生々しく

残っております。この写真はあくる日の朝撮影したも

ので、現在の消防署の裏手佐野堰のすぐ上流です。こ

の時点では随分減水してはいるのですが、まだその濁

流は11を見張るほどでした。昨年は幸い台風の上陸も

なく、被害もほとんどありませんでしたが、今年も平

穏であることを祈ります。

５１６

98。下刈り競技大会の思い出

撮影：昭和31年８月

外国材の輸入が多くなるにつれ、我が国の林業には

多大の影響を与えました。裾野地方の山林は、零細面

積と林道の未整備という悪条件により、立木を買う業

者はいなくなってしまいました。このため'１１林育成の

熱意がなくなり山は荒れる一方で、有った道さえも通

行不可能の状態になっている始末です。

ふりかえれば、このころは山林育成に熱心でした、

県でもこれを奨励して「山林育成下刈り競技大会」を

富士宮市榎原111地で開催することになり、各地区から

選手が選抜され、中駿地区からは茶畑グループが出場

しました。それはそれは猛暑の日で、絶え間なく流れ

出る汗をぬぐう間もなく、大きな鎌を振るって他|IMIし

ました。今は昔の思い出です。

99。お年寄りとの語らい

撮影：昭和30年９月

師領歯一．

今年も敬老の11がきました。私も、７０歳老人の仲間

入りという年齢になりました。今は、食生活がよくなっ

たせいか、それとも重労働が少なくなったせいか、あ

るいは健康管理が向上したせいか、とにかく人間の寿

命が延びて、平均寿命80歳代となりました。しかし、

昔の人たちだって喜寿・米寿の長命の方たちも少なく

なかったのです◎私の祖父は85歳、祖赴は83歳、父は

90歳の長命でした。長命のお年寄りの風貌は、本当に

いいですね。目じりやほほに刻まれた深いしわ、年輪

を亜ねた歯・あご、いかにも年の功を思わせます。もっ

ともっと長生きをしてください。



100.大野原所見

撮影：昭和33年1０月

「さすが、大野原ってヒレエナア、このへんはナ、チャ

ンバラの搬影がよくあるんだとヨ、カッタルクネエカ、

一休みするか、ポウズまだ腹あヘラネエカ｡」こんな

話し声が聞こえる初秋です。今日は久しぶり親子そろっ

てのピクニック、そのいでたちがいいですね。おかあ

さんの肩にかついだバスケットの中にはどんなご馳走

が入っているのかな。肩から下げたおとうさんのカバ

ンには何が入っているんだろう。用意万端コウモリま

で用意して、この親子にはきっと良い日の楽しい１日

を過ごすことができたでしょう。

101．運搬具の移り変わり

撮影：昭和35年1１月

昔の農家の運搬具と言えば、人力で引く荷車、馬に

引かせる馬車、役牛に引かせる牛車があったが、馬車・

牛車とは言わず、馬力･牛馬力と言ったものです。戦

前は牛馬力などほとんどなく、馬力が主力で、このた

め農家には１戸に１頭の馬が飼われていたものです。

この馬に代わって、役牛が登場したのが戦後です。役

牛は馬に比べて温和のため、女・子どもにも扱いやす

いことと、馬が不足して入手が困難になったためです。

しかし、役牛は動作や歩行が遅いので、大農家は馬を

入手し、馬力を使用したものです。こうした運搬具も、

現在ではほとんど見られなくなりました。

102．十里木の今昔

撮影：昭和32年

昭和29年須山小学校が全焼し、同中学校の一部が焼

失しました。しかし、翌30年には早くも須山小．中学

校新築校舎が落成しました。十里木部落は、須山本村

より約６kmも遠く離れた山の上にあったため、ここに

は分校が建っていました。部落の戸数１１戸、したがっ

て分校の全校生徒は、写真で見るこれだけでした。昭

和32年須山村は裾野町と合併したのですが、このころ

もまだ十里木は陸の孤島などと言われていました。

今では、別荘地、ゴルフ場、遊園地、サファリパー

クなど一大観光地となり、また工業団地も加えて注目

をあつめています。

3７
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104．十里木氷穴とその利用 105。懐かしい町役場職員

撮影：昭和33年１１号 撮影：昭和35年２月 撮影：昭和35年３月

■

･ロ一一軍,弓~~霧一一両画

昭和35年は、故小林秀也氏が１月１０日裾野町長に就

任された年で、須山では、初めて水稲栽培が始まりま

した。

また、撫野'''１．にボーイスカウトが設立され、カラー

テレビの放送が開始された年でもあります。

町役場の職只の皆さんも若かったですね。この方々

も、現在は既に故人となられた方も数人おりますし、

停年で退職した方も７～８人おります。皆さんの中に

も、懐かしい人たちがおられることと思います。いつ

までも、元気で頑張ってください。

０
届，

蝿
|憾智Ill； ■

103．新年初仕事の日

神秘とでも形容したいような暗黒の中の光、将来に

向かって光明を射光するかの鮮烈さ､墓の穂先を思わ
せるするどい光の変化、この神秘と冷たさと寒さにお

もわず身震いをするここは十里木高原の氷穴。

当時は、この氷穴を利用して農業の先端技術の試験

が行われました。水仙、アマリリス球根の冷凍による

開花促成、都わすれの苗冷凍貯蔵による開花促成、夏

菊苗の冷蔵による開花促成等々の試験が行われ、それ

ぞれの大きな成果があげられました。これらの努力が

現在の農業技術にみな生かされているのです。

犀
因
．

鞭

じげ

標
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小春Ｆ１和の暖かい正月でしたが、妙な図柄の写真に

なりました。

昨年（昭和32年）９月、浦岡村と須111村が裾野町と

合併して''１駿五か村と言われた谷間の小さな村々が合

併して大きな裾野町ができあがったのですから、明け

て昭和33年の正月は穏やかなよい正月を迎えました。

この日正月４｢I、この地方の挫家では新年初仕事の

日です。この日は、仕事を早じまいして仕事の成果に

白カシの枝を立てて、幾年満作を神様にお願いしたも

のです。場違いな神様へのお祈りが一つ余分に加わり

ました。



叢雲.

108。裾野音頭に寄せて106．農場山はどこに

撮影：昭和32年５月 撮影：昭和32年５月撮影：昭和33年３月

両軍〆
司

■●

璽皿,躯

Ｂ＝

ここは、思い出やなじみの深い方も多いことと思い

ます。私たちの子どものころは農場山といいました。

春になると近くの小学校の子どもがたくさん遠足に来

ました。道の両側にお茶畑が広がり、あちらこちらに

桜の花が咲き、道端にはレンゲ、タンポポ、オキナ草

など野の花が咲き、丘の上にはワラビが生え、１日を

楽しく遊ぶことができたところです。

今は、宗教団体の経営する高等学校の敷地となり、

正面の丘陵地帯はゴルフ場となりました。これも時の

流れと言うことでしょうね。

新哩謡裾野音頭ができたのは、昭和８．９年のころ

ではなかったでしょうか。よい歌だったので、私たち

も盛んに歌ったものです。

常士の裾野にネ３年３月

しんぼ駿河のl7むすめ

仇にゃ咲かないヤッコラ山つつじ

（ハヤシ）トコドッサイ

ドッサイナー

この写真の方々は、裾野音頭を踊ったのではありま

せん。多分、合併祝賀の余興に出られた佐野元町の方

たちです。この写真を見ながら、裾野音頭を思い出し

ました。今有志の方々が、この裾野音頭を復活すべ〈

準備を進めているそうです。裾野の市民全部が歌え踊

れるように、普及指導をしていただけるよう頑張って

ください｡
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10ﾌ。十里木の今昔Ⅱ

僻畠ルー
冒篭

齢唇雪，

全校生徒１０人前後の分校ですから校庭も狭小で、山

あいの十里木ならではの情趣豊かなところに立地して

いました。

昭和32年９月１日に掲げられた「駿東郡裾野町立須

山小学校十里木分校」の看板が懐かしいですね。哀愁

をそそるかのような門柱が心を打ちます。

この日は、どこの青年会だったか忘れましたけれど、

お兄ちゃん、お姉ちゃんがおみやげに本を沢山持って

慰問に訪れ、スクエアダンスなどを踊って楽しくすご

しました。昭和32年５月ごろです。もやが越前岳をか

くしていました。
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109・竹林さまさま

撮影：昭和32年６月

これは、何を写したように見えるでしょうか。雪の

朝の竹やぶに見えますかね。

昭和30年代私が写真に凝っていたころ葛山の竹林の

一角で写したものを、暗室内のいたずらで仕上げたも

のです。竹やぶというと、暗いイメージが先に立ちま

す。多分、窪地などに竹やぶが多いからではないでしょ

うか。そんな暗いイメージを変えてみたかったためで

す。もっとも、堆近では２億余の大金の置き場所とな

り、大勢の人たちが大金捜しフィーバーで大騒ぎの起

きた竹やぶもありましたね。まるで夢のようなほんと

の話…。

4０

110．五竜の滝昔のつり橋

撮影：昭和30年４屑

昔の裾野音頭の歌詞に「夏の涼みはネー五竜の滝

のか、るしぶきに恩ひはぬれてわたるつり橋ヤッ

コラなつかしやトユドッサイドッサイナ」

五竜の滝には、つり橋がつきものでしたが、たしか

昭和31年７月23日の豪雨、（七夕豪雨）により流失し

てしまいました。この時は大畑橘をはじめ、佐野川に

かかっている橋が何か所も流失したのです。その後大

畑橋や他の橋も復旧しましたが、つり橋は長い間復旧

できませんでした。今は、立派な太鼓橋とともにつり

橋も復旧して、裾野市中央公閲にふさわしく名勝地の

一端を担っていますが、「災害は忘れたころにやって

くる」と言われます。十分に気をつけましょう。

111．タバコ栽培のころ

撮影：昭和29年９月

写真のこれはなんだかわかりますか。タバコの葉の

選別をしているところです。

食糧難の時代もようやく過ぎて、このころの農業収

入の中ではタバコ栽培は高収益を上げたうちの一つだっ

たのです。しかし、その労力は大変なもので、苗作り

からすべて専売局の技術指導を受け、指定時期には収

稚できる葉の枚数まで登録をしたのです。芽かきのと

きなどタバコのヤニで作業衣などくつとりになり、あ

との洗たくが大変だったそうです。

葉を収種して１枚１枚縄に差し込み、乾燥庫につる

して、寝ずの番で火力乾燥を行う、葉の選別ともなれ

ばやれやれです。それでもまだ整理して一時貯蔵をし、

専売局から出荷日が決定して検査を受け収納というこ

とになるのです。大変な過重労働でした。



112．収穫近く

撮影：昭和30年１０眉

二百十日、二百二十日の厄I:lも事なく過ぎて、たん

んぼの稲も稔実期に入りました。この年の豊年を約束

されたように、コボレビエを抜く彼女の顔には、健康

で明るい喜びがあふれるばかりです。

このごろは、農家の娘さんはもちろんのこと、お嫁

さんも田畑へ出て農作業をする姿を見掛けなくなりま

したが、このごろの農作業はほとんどが機械化されて

いるので、あまり人手を必要としないのでしょう。経

営も兼業農家が多くなり、若い人たちは勤め人が多く

なったのも原因の一つでしょう。

かすりの着物にとんぼ笠、あのころの姿が目に焼き

ついています。

113．ひのきの伐採

撮影：昭和30年1１月

裾野市の山林は、国有地を除けばそのほとんどが人

工造林地です。しかし、所有地の規模は小さく、山林

経営者といわれる人たちは各地区ともに少数に限られ

ています。しかし農家には割地があったので、ｌｈα

以下ぐらいの山林は所有しているのです。人工造林の
ひのき

樹種はほとんどが杉、桧で通常は40年以上を経なけれ

ば伐採しないのですが、利用状況により30年ぐらいで

も伐採されたものです。

材は皮をはいで屋根をふく材料によく使ったもので

杉皮屋根といい、私も戦後引き揚げて来たときは杉皮

屋根の家を建てたものです。

114．輸出用の竹ステッキ材料

撮影：昭和29年1２月

裾野地方の竹工業の始まりは歴史が古く、明治41年

に始まったと伝えられています。

竹工業といっても真竹やモーソー竹を使ったもので

はなく笹竹やスズ竹と言われる竹で、竹コウリ、パイ

スケ、キセルなどが作られていたようです。

竹コウリやパイスケは戦後に至り姿を消し、キセル

もキザミタバコが少なくなるにつれてその姿を消しま

した。

福島竹工業では竹ステッキを作り、アメリカへ輸出

していました。その材料の竹は福島県白河方面から買

い入れていたと言われています。材料の竹も、加工し

た竹製品も貨車にて裾野駅で扱われていたのです。
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115．郷土の政治家をしのんで

撮影：昭和33年１月

j蜜＞;１１

写真右の建物は、郷土が生んだ政治家の故遠藤三郎

代議士が沼津千本浜に所有していた「洗心荘」です。

昭和33年正月に帰郷するとの知らせがあり、洗心荘に

集合して年頭のあいさつをした時の記念写真です。色々

と政治の話を聞きましたが、この時の話では「今度の

組閣には入閣できそうだ。おそらく間違いはないと思

う」と言っておられました。あれは、２月中旬だった

と思います。建設大臣として入閣されたという知らせ

を受けたものです。

その年の夏お国入りして、西小学校の校庭で祝賀会

が催されました。

4２

116。郵便屋さん

撮影：昭和32年２月

制服、制帽、地下足袋に巻き脚半、肩にカバンを背

負い、さっそうと歩いてきます。懐かしい姿の郵便集

配人です。愛称は郵便屋さんと呼んでいました。私た

ちが子どものころの郵便屋さんは、みんなこのような

姿で歩いていたのです。自転車が普及してからはみな

自転車に乗って回ったのですが、‐'一里木方面では坂道

が多く、しかも悪い道でしたから、下りは早いけれど

上りは大変で自転車がかえって荷物になったらしいの

です。さっさと歩いた方が速いんだよ、と言っていま

した。バイクは別ですね。

11ﾌ。御神木との決別

撮影：昭和30年３月

篇沢の産土神をまつる愛膳神社には、大木の杉が一

際大きくそびえていました。何年を経ているのかわか

りませんが、神社が建立されたのが明暦４年とありま

すから、その時に植えられたものでしょう。

この大杉が腐朽して、いつ倒れるかわからない状態

となり身命にもおよぶこととなるとの意見から、衆議

一決して伐採することとなり、関係方面の承認を得、

払下げ業者も決まりました。

御神木大杉伐採のこの朝は、氏子総出で決別の式典

が挙行されました。

人びとそれぞれの数多い思い出を語り合いながら……

思えば、昭和30年の出来事でした。写真の氏子たちも、

その半数が既に故人となっています。



撮影：昭和31年６月

一
』

》
』１１９。乙女 ろ 120．田植えの思い出

撮影：昭和31年４眉撮影：昭和29年４月

６月ともなると、やはり田植えを思い出します。私

が子どものころの田植えは大変な肉体労働であったけ

れど、農家の年間行事であり、お祭りでもあったので

す。

私がはじめて田植えの手伝いをしたのは、小学校４

年生の時でした。その頃は小学校も“農休み”が１０日

ほどあって、農繁期の手伝いをするための休みでした

ので、私たちにもできる作業の“縄張り”をやったも

のです。６年生のころには馬の鼻取りです。もちろん

裸足だったので、麦の切株を踏んだときは足の指の間

にささり、たまらなく痛いのです。腿から指の先まで

傷だらけになって田植えをやったことは忘れられない

思い出です。

118．水車小屋のある風景

4３

山の雪も日増しに溶け、いろりに山のように木炭を

〈べた寒い冬も去り、やわらかな陽光を受けた山裾に、

霞が棚引き春を告げています。

この山や草原も、もうすぐ若草が燃え上がることで

しょう。

娘さんかな？かすりのもんぺ作業衣に姉さんかむり。

でも、隠せないのが乙女どころ。高くそびえる火の見

やぐらからは見えない胸の炎を内に秘めて、可憐に咲

く富士桜のように飾りけのない姿こそ、美しく目にし

み入るような、そんなひとときの眺めでした。

勢いよく水の流れ落ちる音がする、小屋の中からは

コットン、コットン杵の音がしています。

陽光が輝いてきました。早春、田舎の風景です。今

はもうこの地方でも水車を見かけることはできません。

観光地では、観光用水車を見ることはありますが、

本物の水車の情緒はわいてこないですね。

このような水車小屋が部落にｌ～２か所あって、農

家共同所有で順番に利用して米つき（精米)、粉ひき

(製粉）の仕事一切を引き受けていたのがこの水車で

した。

時間は長くかかったけれど、この水車時代は貧乏を

忘れさせてくれたような思い出があったものです。



122・三菱アルミとの調印式 123・矢崎電線裾野工場の竣工

撮影：昭和31年７月 撮影：昭和35年８月 撮影：昭和36年９月

kＦ▲旦

昭和36年９月、矢崎電線裾野工場が設立されました。

昭和36年というと、大相撲の柏戸、大鵬がそろって横

綱になった年です。昭和32年、富岡村、須山村が合併

して裾野町となり、中駿５か村が一丸となったものの、

農業中心の町だったので、農業の振興に力を入れまし

た。農業構造改善事業の指定を受けて農地の基盤整備

事業として畑の揃士マサを除去するため、県農業機械

化公社の買い求めた大型機械で富士マサ抜きを実施し

ていました。しかし、昭和35年工業立町をめざし、工

場誘致条例をつくり秋極的な工業振興を図りました。

矢崎電線は工場立地第１号で、昭和36年９月裾野工場
が竣工しました。

いまはすでに故人となられた小林秀也氏が裾野町長

に就任されたのは昭和35年１月１０日でした。その当時

の裾野はまだ山村で産業も農業が主体でした。戦後１５

年、他産業の振興に伴い農業経営にもかげりが見えは

じめてきた当時です。

小林町長は、工業立町を提唱して議会の賛同を経て

工場誘致条例を制定して工場進出に努力を傾注したの

です。

もちろん工場が立地するについては、公害のない工

場が条件でした。この写真は、誘致条例に基づいて三

菱アルミニウム㈱との調印式です。このように当初か

ら工場公害の出ないように努力したのです。

4４

五竜の滝の下で黄瀬川と合流する支流佐野川の上流

には、300ｍにわたって溶岩が浸食され奇形を見せて

いる渓谷があります。これが、景ケ島、扉風岩と名づ

けられている所です。

景ケ島は、中央に西行法師が手植えしたといわれる

松の木や、コケむした石仏や石塔に囲まれた依京寺が

あり場所もすぐわかりますが、扉風岩はここに行く公

道がないため、上の道路からでは所在がわかりません。

このような関係からここの自然は10年１日のごとく変

わったところは見られないようですがいかがでしょう

か。

市民の皆さんの中にも扉風岩のある場所を知らない

方もかなり多いのではないでしょうか。
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125・須山浅間神社 126．竹細工:との思い出

撮影：昭和33年1１月 撮影：昭和34年121弓撮影：昭和31年１０眉

浅間神社の奥の院は、篇士山頂にある篇士山浅間神

社で、樹士山登山道の出発点はいずれも浅間神社だと

聞いています。

須山浅間神社は、須山登山道の出発地点ですが、寓

土裾野の演習場が出来たことにより、登山道が演習場

の中に入ってしまったので、閉鎖されていたものです。

揃士'11周遊道路「スカイライン」が出来、日本ラン

ドの専用道路がスカイラインに接続したため、須山地

区住民の要望により須山登山道が復活して、広く登山

者の利用を呼びかけています◎

須'１１浅間神社の杉は、実に立派な巨木です。また、

鳥居の形も珍しいものです。

i織型i:ー

臆

§

市広報、昭和60年10月15日号に掲載した「裾野市の

基礎を作った人々」を紹介しましたが、それは昭和３２

年９月１日に富岡村、須111村が合併して''１駿大同団結

が成立した第１回目の議会後の記念写真でした。今lIiI、

紹介するのは昭和31年９月30日深良村が裾野町に合併

したときの町議会議員の記念写真です。

既に半数以上の方々が故人となられているようです。

裾野町議会第１代議長は渡辺義夫氏、第２代中西孫一

氏、第３代市野昇氏、第４代鈴木格氏で、このときの

議長は第４代鈴木格氏でした。写真の第１列中央に位

置している方です。
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これは懐かしいですね。私たちは日常生活に使って

きた物ばかりです。

竹ぼうき、熊手にまんざらとも言いました)、市

場かご、しよいかご、ざる大・中・小、せいろ、しゃ

もじ、ごみ取り、くずかご、竹箕、メジロかご、うど

んすくい、落葉かごなど、今はほとんどの物が見られ

なくなってしまいました。学校から帰ると木の葉かご

を背負って田んぼへ馬の草を刈りに行くのが日課の一

つでした。

洗ったいもを２斗ぐらい背負いかご里に入れて母が

背負い、私は乳飲児の妹をおんぶして、三島の町まで

歩いて行き、戸ごとに売り歩いたものです。昼までか

かっても売り切れなかったり、思ったより早く売り切

れる時もあったりして、帰りにだんごを買ってもらい

食べながら帰るのがうれしかったものです。懐かしく

思い出されます。

鯵M篭



128.故人政治家を偲ぶ 129．鈴原橋の竣工

撮影：昭和27年１j弓 撮影：昭和35年２月 撮影：昭和34年３后

ど

4６

裾野市茶畑の箱根山麓を流れる入田川の流域は、当

時農耕地が多く、このため入田川には多くの橋が架け

られてあり、多くの方に利用されていました。その中

の一つ鈴原橋が流失しましたが、たぶんこの橋の流失

は前年の狩野川台風の折の流失ではなかったかと思い

ますが、どうだったのでしょう。

とにかく、入田川は箱根外輪山西斜面に降った雨が

直に、流入するため護岸の決壊や橋の流失、農地に対

する被害など大雨の都度、続失したものです。この鈴

原橋も昭和34年３月に復旧竣工して、関係住民を喜ば

せました。今は、開発が進み木橋などはなくなってい

ることでしょう。

12ﾌ。元旦の富士山

口
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今は故人の小林秀也さんは、裾野町長として昭和３５

年１月１０日から昭和43年１月９日まで２期８年、多難

な裾野町政を担当して市の基盤を築かれました。

昭和51年１月１０日、岩崎亀氏（故人）の後を継いで

市長に就任、昭和53年１月９日病気のため退任するま

での市政を担当されました。
らいらく

小林さんはどちらかといえば、豪放滞落というタイ

プの方でしたが、内面はにかむところもありました。

この消防の制服を着用したときは、子どものように

はにかんでいた姿が目に浮かびます。町長就任のlか

月後のことでしたから……。

平和日本をめざして、焦土の中から立ち上がり、頑

張り抜いて45年、経済大国日本のレッテルが張られる

までに至りました。しかし、この発展の過程には各界、

各分野で大変な努力研究がなされたことでしょう。押

し寄せる高度成長の中にあって、我ら老人はあぜんと

するばかりです。こうした中で心を慰めてくれるもの

があります。四季折々の変化を伴いながら悠久に変わ

ることのない大きな自然の景観、裾野が誇る裾野の富

士山です。

この写真は、３９年前の元旦に搬影した景観です。年

の始めにふさわしく万物を包容する姿は今も変わりま

せん。

士

汚＝簿籍
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132｡郷土の偉大な政治家130．子ども会結成準備会

撮影：昭和29年５后撮影：昭和34年４月 撮影 昭和34年６月
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昭和32年、合併により裾野町が誕生して１年半、町

民会館、公民館が建設されました。この年、子ども会

を結成する動きが始まりました。県の指導により小学

生を対象に、各市や町で子ども会結成の準備に入った

のです。

この子ども会を作る目的は、福祉事業の一環として

少年福祉の立場から、心身の健全育成と非行防止が大

きな柱でしたので、行政上は福祉事務所または福祉関

係課が担当窓口になりました。

裾野町では、各地区ごとに説明会を行い、世話人

(父兄）及び子ども代表者が参集して準備会を重ね、

昭和35年裾野町子ども会連合会が結成されました。

１０年ひと昔というように、１０年の歳月は長いのに、

６期24年間戦後の混乱した県政を県議会議員として、

昭和22年４月１日から昭和46年３月31日までの長い間

活躍し、県東部にその人ありとうたわれた政治家（岩

崎亀氏）です。

また、続いて昭和47年１月10日から昭和51年１月９

日までの１期４年間裾野市長として、初代遠藤佐市郎

氏のあとを受け２代目市長として、誕生したばかりの

裾野市を発展著しい現在の裾野市に導く基礎をつくっ

た偉大な政治家です。

今は故人となられましたが、３１年前は写真でみるよ

うにこんなに若々しかったのですね。
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131．修業の道程だろうか

Ｉ到瞬参感 ,i鍵

竜沢寺（三島市沢地）といえば、桃門の修業道場で

一般には近寄り難いところでしたが、知人の紹介を得

てお願いをしたところ、心よく承諾していただきまし

た。それは桃園山定輪寺にある「宗祇法師の墓」に墓

参りをして、農場山周辺を散策してもらうことでした。

役僧ばかり７名、なお上僧が１名の計８名、「このよ

うなことは初めてだ」と言われました。

宗祇法師の墓参り（法師の旧墓所）を済ませて、茶

園の西側斜面を歩きましたが、道路でない土手を嫌な

顔も見せず歩いてくれました。さすが修養の道に徹し

ているのだと頭の下がる思いでした。
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133。巨峰ぶどうの昨今

撮影：昭和29年７月

巨峰ぶどうといえば露地ぶどうの王といわれ、岡111

県方面がはじめの産地でした。般近では山梨県甲府地

方をはじめ、ぶどうの産地といわれるところでは、か

ならずといっていいほど巨峰ぶどうを栽培しています

が、静岡県で生まれたことを、産地の人たちもあまり

知らないようです。

巨峰は、田方郡中伊豆町上白岩の大井上農場におい

て育成作出されましたが、なぜか県下での栽培は少な

かったのです。

裾野では、千福、御宿の篤農家が栽培して、評判は

良かったのですが、非常に多くの労力を必要としたた

め、年々栽培者が減少して、現在栽培しているのはｌ

農場だけではないでしょうか。今は非常に評判が良く、

ゴルフ場などで土産物に間に合わないほどだそうです。

4８

134．黒富士によせて

撮影：昭和30年８屑

F壷唾卜

悠久変わらぬ麗峰富士山の姿、しかし、点景は時代

に応じて変化していきます。

この富士の姿は黒禰士、私たちは富士山の麓に住ん

でいるから見える時には自由に撮影できますが、遠方

から富士山の写真を写しにくる人たちはなかなかその

偉容を見せてもらえないといいます。ベテランは、台

風の過ぎた翌日は爾士111を写す絶好の日だといいます。

この日は、前日小さな台風が過ぎた翌日の夕方でし

た。旧束中学校のグラウンド、日中は暑いので夕刻を

待って、近づいた運動会の練習L|｣です。現在から30年

以前の何かがうかがえるでしょうか。

'３５聡埋登山道を歩いた
撮影：昭和34年９月
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裾野町議会の経済委員と経済課職員で、旧須山口登

山道を歩いてみようということになりました。幸い委

員の中に、富士山のことなら何でもわかる渡辺徳逸先

生がおられたので、先生の案内で実行しました。

コースは十里木、水が塚、幕岩。写真は幕岩の上方、

宝永山の下、植生限界の周辺で休憩しているときのも

のです。宝永山の頂きに古常士の頭が見えています。

そのあと、双子山の下を通り、行者河原に出て、こ

れを横切り第３尺口へ。ここから更に尾根を越えて、

御殿庭に至り、須山登山道は、御殿場登山道と合流し

ます。



136．宗祇法師の歌碑

撮影：昭和34年1０月

室''11時代中期の連歌師「宗祇」は、旅の途中箱根に

おいて死亡したと言われています。
こうぎ

宗祇と桃閲'11定輪寺との交誼は深かったので、なき

がらは定輪寺に葬るよう巾し残したと言われ、弟子た

ちがなきがらをかついで定輪寺まで運んで葬ったと雷

われています。

定輪寺も古くは現在地より西側のIlIふところにあっ

たので、宗祇の墓もその場所にありましたが、東名商

速道路の建設にあたり現在の定輪寺境内に移転されま

した。

Ⅱ|墓地の東側に小さな堤があり、写真の歌碑はその

堤のほとりに立てられており、しだれ桜の老木が植え

られていました。

この歌碑も定輪寺境内に移されました。

13ﾌ。沢庵大根収穫のころ

撮影：昭和32年１１眉

戦後12年、このころの農業はまだまだ生産物の不足

しがちな時代でした。従って、なにを作ってもよく売

れました◎

今は、スーパーやショッピングセンターに行けばど

んな波け物でも売っていますが、昔は波け物の加工1V，

など光ってなかったので、農家以外の家でも'41家製で

した。ことにたくあんは、年に１回で年間の必要･'１１:を

波けるものですから、農家では大忙しでした。畑に水

と４斗樽を持ちこみ、掘り取った大根を洗い、束ねて

干し竿に掛けるのです。西風が吹<寒い季節なので、

手はヒビ割れがして大変でした。募れ、正月にかけて

お得意様に納められました。

138。柿の木の思い出

撮影：昭和40年1２月

下和田方面の畑には、以前は柿の木が数多く見られ

ました。渋柿で干柿用だったので、真っ赤に色付くま

で木に鈴成りで、バックに密士山を配して、写真のよ

い被写体でした。ことにカラー写典には雪をいただい

た術士山と、赤い柿の実のコントラストがよく映えま

す。

美女と柿の木では異色ですが、都会に出ている娘が、

弊れ正月の休みに帰ってきたので、庭の柿の木でちょっ

と記念写真。

子どものころ、お正月１５日の朝早く起きて、赤飯を

柿の木に付け、カツノ木で『柿の木柿の木千百俵なる

かなんないか』１本１本たたいて歩いたことを思い出

します。

4９



139．子どもの元旦

撮影：昭和33年１眉

子どもの遊びも、岐近はテレビケームなど先進技術

の頭脳的な遊具が出回っています。老人など目をみは

るようなケームを楽しんでいます。

昭和３０．４０年代ごろは、衣食住に追われて子どもの

おもちゃまでにはまだ手が脳かなかったのですが、子

どもたちはそれなりに遊びの方法を工夫しては楽しん

でいたものです。正月といえば男の子は凧あげ、女の

子はマリつきや羽根つきと伝統的な遊びが主流のよう

でした。このごろは、熟通いの勉強、勉強で子どもた

ちが外で遊んでいる姿を見ることが少なくなったよう

な気がします。

卵

140．旧庁舎屋上からの景観

撮影：昭和32年２月
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戦後１２年、昭和32年といえば、富岡村、須山村が裾

野町へ合併して、巾駿の大同団結が成った年、裾野町

章を制定した年です。裾野町とはなりましたが、窟士

山の麓の農村地帯ですね。三島、長泉地先には、束レ

エ場の進出が決まった年ですが、裾野の工業立町はま

だ４，５年後のことです◎

旧裾野庁舎の屋上から見た紫観、右方の建物が現在

の県立裾野高等学校、田んぼの中に住宅がマバラに見

えます。稲むらの群があちらこちらに見えるのが懐か

しいですね。

今はこの稲むらを見ることはできなくなりました。

時代の移り変わりです。

141．愛麿橋の架け替え前

撮影：昭和31年３月

台風による大雨、集中豪雨による河川の増水により

流失した橋や、流失はしなかったが一部流失や危険に

さらされて通行に支障を生じた橋は、裾野地域内にも

過去にたくさんありました。

愛膳橋も度重なる黄瀬川の増水により流失の一歩前

までに至ったのです。

町、水窪区民が一丸となっての陳情や、地元選出代

議士の運動などで、国の補助による架け替え工事が承

認されたのです。この承認を得るためには、当時、水

窪区民の並々ならぬ努力が続けられたのです。

この写真は、架け替え工事のため橋桁をはずした姿

です。現在の橋の前の怖のことです。



142．お姉ちゃんとまり遊び

撮影：昭和30年４月

「あんたらいい子だから、お姉ちゃんとこへ弁当もつ

てってよ」おかあちゃんに頼まれて、お姉ちゃんのい

る畑にやってきた子どもたち。お昼休みの一刻を、お

姉ちゃんといっしょにまり遊びで大はしゃぎ。来月、

美しいお茶の新芽が伸び出すとき、「よいお茶を摘め

ますように」と手入れをする娘さん。カスリのモンペ

にチャンチャンコ、無造作にかぶった手拭い。笑顔が

美しいですね。子どもたちのカスリの着物も懐かしい

ですね。

こんな光景はもう見られなくなりました。昭和30年

４月、ポカポカした春の昼下がりのひとときでした。

143．わが家の付近

撮影：昭和36年４月

灘謬鱗蕊

今からちょうど30年前に撮影した私の家付近の風景

です。真ん中に見える平家建亜鉛鉄板ぶきの小さな家

が私の家です。

あのころは、富沢の下はずれで住宅は２軒だけ、今

の市道’－５号線沿いの畑の中でした。でも、富士山

の眺めはすばらしい場所です。

今では、写真全面に見える原野や畑の約３万㎡が住

宅地開発されて、南町区ができました。この住宅地の

中を国道246号線バイパスが通っています。

フジヘンや東陽機械の会社もできました。都市計画

の住宅地域で、住宅も日を追って建築されています。

144。春の収穫量評定

撮影：昭和28年５月

戦後８年目、テレビ放送が開始された年です◎

このころの農業は食樋の増産、増産で随分と農作業

の大変なころでした。主食は配給制ですから、農家で

は米はもちろん麦も小麦も供出制で、収稚予想に基づ

いて供出鐘が定められています。この収稚予想量を算

出するために評価が行われたのです。

県の係官が立ち合いのもとに、村役場の係員、農協

役員、部農会役員が出役して、各地区の田や畑を巡回。
〈蕊〉

標準地の坪刈りを行い、収量の算定をして栽培面積Iこ

応じた供出並が決められました。農家は収稚してその

雌を供出したのです。

※坪刈り＝１坪の稲を刈り取り、これを基礎として全

体の収役雌を算出すること

３１
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146．涼を求めて 14ﾌ．町民体育祭の思い出

撮影：昭和36年６月 撮影：昭和35年８月 撮影：昭和35年９月
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戦後１５年を経て、日米安全保障条約改訂の調印批准

に反対の運動が盛り上がり騒然としていた昭和35年当

時ですが、裾野町では中駿合併が昭和32年に完結し、

生活にも活気を帯びてきたころです。

婦人方の衣装も、モンペ姿に別れを告げてファッショ

ン的な美しさが目立ってきましたが、まだ余暇などと

いう言葉は使われていませんでした。遊びに使うだけ

の金はまだまだ貴重だったころですが、夏の暑さに涼

をとるのは山か海でした。

裾野は篇士山の麓で景色も良いところですから、涼

を求めて訪れる人たちも多くあったものです。

昭和36年は、裾野lIIj.に工業立地第１号として矢崎電

線裾野工場が設立された年です。この写真は、工場立

地第２号ともいうべき丸江伸銅株式会社の用地（７

hα）で、造成に先立ち墓地の移転や無縁仏に対する

供養のため、寺の和尚さんに読経をしていただいてい

るところです。

伸銅業界はプラスチック製品の進出により厳しくな

り、この伸銅会社も短命を余儀なくされ、用地は転売

されて住宅開発が行われました。現在の市町区がこの

地です。

説

故小林秀也さんは、昭和35年１月１０日裾野町長に就

任されました。この年は世情騒然としていたことは先

月号に記戦しましたが、裾野町ではボーイスカウトが

設立され、須山では水稲の栽培が始まりました。

小林町長はlIl].Lも一丸となった体育祭を現在の裾野高

校グラウンドで開催しました。非常に盛り上がった体

育祭となり、地区別の対抗競技では束地区の茶畑区が

優勝したと記憶しています。写真は本部席のスナップ

と表彰式の模様です。

その後、体育祭の行覗も変化して、現在はスポーツ

記録会として大きく発展をしています。



148・富士山御殿庭の思い出

撮影：昭和36年1０月

昭和36年といえば、矢崎電線裾野工場が設立された

年です。中駿が合併して、裾野町になりましたが、依

然農業を中心とした農山村にすぎませんでした。

議会では、工業を1.'１心とする工業立町の条例を制定

し、矢崎電線を筆頭に丸江伸銅、三菱アルミ、トヨタ

自動車などの工場誘致に成功し、当時の議会の功絞が

たたえられます。議会の経済委貝会は、工業立町にあ

わせ、観光施策の必要性をＩＩＩＩえて、観光資源の調査を

経年的に実施しました。

写真は、常士山御殿庭調査のスナップです。御殿庭

の名称は、渡辺徳逸先生が名付け親と記憶しています。

149．稲の坪刈りの思い出

撮影：昭和34年1０月

稲や麦の検見や坪刈りという言葉は、年寄りでなけ

ればわからないものとなりつつあります。検見とは、

稲や麦の収穫量を予想するために栽培田畑を見て回る

ことで、坪刈りとは、検見をしながら平均的な所、被

害の多い所、多収を見込める所の稲や麦を、実際に１

坪分刈り取って実収を見ることです。これらは、米の

供出制度があったころ、毎年必ず行われていたもので

す。また、台風などの被害調査でも行われました。

この年は伊勢湾台風が上陸し、この地方でもかなり

の被害を受けました。写真は台風の去った後、坪刈り

を行っている風景です。

150．青果市場の今昔

撮影：昭和35年1２月

この裾野青果市場は、昭和35年１２月に開業しました。

戦前には二本松青物市場がありましたが、これは個人

経営だったと思います。現在の市役所の筋向かい辺り

にあって、樹岡さんという方が経営していた記‘億があ

ります。

戦後裾野に青果市場がなく、三島の青果市場へ自転

車で通ったものです。その後、御殿場市場が集荷場所

を定めて集荷に回るようになり農家としては随分助か

りました。現在は農家も減少してしまい、市場出荷も

少なくなったと思いますが、今はどの農家でも自家用

車があるので、いろんなところへ出荷しています。

旧悟



151．お茶のけいこ

撮影：昭和33年１月

戦前この地方は農村部でしたので、お茶のけいこを

している娘さんなど数える程しかいませんでした。お

嫁入り仕度には、和裁のけいこぐらいでした。

国をあげて高度成長を遂げ、生活文化も思わぬ速度

で発展し、国民全体が種々の文化に接し、色々な趣味

も身につけるようになり、娘さんといわず、年長の婦

人たちもお茶のけいこをすることが多くなったと思い

ます。もちろん、ご婦人だけでなく、男の方もお茶の

けいこをしている方も多いことでしょうね。

私のような野性人でも、時にふれ、お茶をたしなみ

ながら自然をめでてなどと思うことがあります。

5４

152．水車の思い出

撮影：昭和35年２月

水車の回っている風景など、今の若い人たちは見た

こともないでしょうね。裾野市内でも、ほとんど姿を

見掛けなくなってしまいました。敢近、新たに水車を

作り、観光名所にしようというところが出てきたよう

です。

水車は水の力を借りた動力源なのです。私の小学生

時代には、母の手伝いで水車小屋へよく行ったもので

す。穀物を臼に入れ米をつく杵の音、小麦を粉にする

ひき臼の音、カッタン、コットン、カッタン、コット

ンと、外は水で回る水車の音、昔懐かしい田舎の音で

す。

'53譲言蕊雪が
撮影：昭和28年３月
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この地方の農業の栽培作物は、米と麦が主体でした。

米の刈り取り収穫から、その跡地を耕して麦をまき終

わるまでの期間は、目の回るような忙しさでした。つ
かんし上

まり、水田は米と麦の二毛作、側Hは甘藷やニンジンな

どの根菜類と跡地が麦や野菜の二毛作、三毛作で、１０

月''１句から１２月までは猫の手も借りたい季節だったの

です。

このころ、農業の機械化として耕運機が導入されつ

つあった時代で、県西部地区では試験的に使い始めま

した。裾野町の農業技術者連絡協議会では、浜北町を

訪れ、試験地を見学して勉強し、地域への導入につい

て研究をしたのです。



児童福祉の効率をはかるため、裾野町、深良村、富

岡村、須山村が一丸となり、11'駿児童委員協議会を設

置して児童福祉の向上に協力したのです。この記念行

事としてこの年の５月５日こどもの日を期し、「植樹

リレー」を行うことになりました。この日、中駿の児

簸代表300人が集まり、各地区ごとにモクセイの幼木

１本を巡ぴ、沼津にあった東部福祉事務所までリレー

して、事務所の庭で植樹を行いました。所長さんをは

じめ職員総出で、無事に植樹を終わり大変喜ばれまし

た。写真は、裾野駅前に集合してリレー出発の一場面

です。

155．児童植樹リレー 156．宗祇法師の旧墓所

撮影：昭和31年５月 撮影：昭和34年４臆撮影：昭和41年４月
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裾野ライオンズクラブは昭和4０（1965）年９月12日

に結成され、翌年４月25日認証式が盛大に挙行されま

した。

静岡県内で27番目の結成です。

皆さんは、すでにご承知のように、ライオンズクラ

ブは地域社会への奉仕活動を活発に行っている団体で

す。紙面の関係で詳しくは述べられませんが、主な事

業の一つに献眼連動があります。献眼登録受付を行っ

ているもので、熱心な運動と、皆さんの温かいご理解

に支えられて、昨年末（平成４年）現在で1,781名の

登録と、献眼者96名の崇高なご奉仕をいただいたそう

です。

堂蕊塞雲』雲

綱臆辱

室町時代中期の連歌師宗祇は、市|ﾉ1にある桃園山定

輪寺との交流が非常に深く、生前からお弟子さんたち

に、俺の死後は定輪寺に葬るようにと巾しつけていた

といわれています。

旅の途I:|i、箱根IlIIl1あたりで死亡し、お弟子さんた

ちが師の亡骸を担いで定輪寺に至り埋葬したと伝えら

れています。その墓所は定輪寺境内西の山裾にあった

のですが、東名高速道路の建設により移転せざるを得

なくなったのです。現在は墓所、歌碑ともに定輪寺境

内に移され、丁重な法要が続けられています。

儲蓉蕊
離

》
祝
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15ﾌ。おかいこさん 159．竹枯し試験の思い出

撮影：昭和35年７月 撮影：昭和36年８１三 撮影：昭和34年９信
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農業用除草剤の使用が始まったころ、県の林業関係

課では、山林内の竹笹などを枯死させる除草剤につい

て、試験的な散布を行うことになりました。そして、

箱根山三国峠に連なる神奈川県境にそった茶畑山が試

験地に決まりました。当時は、箱根山に芦ノ湖スカイ

ラインができていませんでした。ここは、芦ノ湖から

吹き上げる強い風で、かん木がわずかに生えており、

箱根竹が足の踏み場もないほどビッシリと生い茂って

いる所でした。ここを試験地とするため、地元茶畑の

方々に苦役していただきました。しかし、あまりにも

密生していた箱根竹のため試験は失敗に終わりました。

児童福祉を進める一環として、子ども会活動の推進

指導が打ち出され容地において子ども会が誕生しはじ

めたころ、裾野町においては他市町村に先がけてこの

活動が活発となり、各区全部に子ども会が誕生しまし

た。しかし、子ども会がどのような活動をしたらよい

かわからないので、中学高学年生や高校生の中からリー

ダースクラブを作り県から諦師を招き、子ども会世話

人役員と共にリーダースクラブの勉強会を数回にわたっ

て実施しました。これを後誰から後韮に引き継いて、

子ども会活動の充実をはかりコミュニケーションをは

かってきたのです。

この地域は、戦前中駿地方と言われ艇村地帯でした。

しかし、農耕面職が狭小で艇作物も産地的な産物は少

なく、個々の農家によってあらゆる作物が栽培されて

いましたが、経済的には恵まれていたとはいえません

でした。

このような農家経済のIIiで養蚕は大きな財源でした

から、養蚕農家では『おかいこさん』と呼んで大事に

大事に飼育したものです。農協泉支所あたりに繭市場

があり、繭かきが終わると父が大きな袋に繭を入れて、

天秤棒で担いで売りに行くと、家内''１でその成果を期

待して父の帰りを待ちわびていたものです。

師
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161．農繁期の思い出160・忠ちゃん牧場

撮影：昭和33年1１月撮影：昭和35年1１月撮影：昭和36年1０月
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162．麦まきのころ

;調ｉ」

麦まきもあと２，３１．１で終わりです。その後は落葉

かきやらタキギ取り、お正月を前にまだまだ忙しいけ

れどまきつけが終われば、やれやれ一段落です。この

地域は水、がほとんどないので畑に陸稲の作付けが多

かったから陸稲のあと地を耕さなければならない、お

かぼ地うないと言って、これがまた大変な重労働だっ

たのです。作業は夕陽が沈んで薄暗くなるまで働きま

す。『さあ、ぼつぼつしまうか』おやじさんがそう言っ

たころにはもう腰が痛くてまつすぐに伸びなくなって

います。こんなことを思い出していると昔の人たちの

働きぶりが浮かびます。

おなじみの忠ちゃん牧場◎これは昭和36年10月当時

で、牧場に羊を放牧したころの瓜餓です。この場所は、

元演習場内に含まれており一般利用はできなかったの
は

で、乳牛の立ち入り許可を得て草を喰オフせたのがはじ

まりです。昭和28年ごろだったでしょう。その後、種々

の変遷を経て、この地は国有地払い下げにより須山関

係者の所有となり、その関係者の承諾を得て正規の牧

場経営がはじまったのです。

雄大な富士山の真下で見る牧場。ただそれだけで絵

になる風景ですが、岐近は観光牧場としてジンギスカ

ン鍋などもあり、観光客の好評を受けているようです。

Ｏヨ
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農業機械の普及により今の農繁期はいつごろなのか

わからないほどになりました。昔の農業は大変な労力

を必要としたのです。ことに６月の田植え時と秋の収

穫時期は、『猫の手も借りたい忙しさ.Ｉと形容されま

した。秋の稲刈りはもちろん手刈りです。刈った稲は

小さく束ねて掛け干しにする、子供もできるかぎりの

手伝いをします。刈り取りは大人、刈り取った稲束を

運んで掛け干しにするのは子供たち、できることを分

担作業です。稲の収稚を済ませると次は剛をおこして

麦まきです。山の畑からは早く掘り取ってくれと、さ

つまいもの声が聞こえてきます。



163．ツツジの早咲き試験

撮影：昭和39年1２月

園

花木園芸の分野では、ビニールの出現以来あらゆる

種類と言っていいほどの促成栽培が普及しましたが、

ツツジの花は難しく世界の植物学者が開花促成に取り

組んでいました。静岡県農業試験場でも、ツッジ栽培

の産地伊東市の田代で３年間早咲き試験を行いました

が不成功に終わり、試験を中止しました。筆者は、裾

野町役場の経済課に奉職していたので、ツツジ栽培を

普及していたため、県農業試験場にお願いして県と町

の共同試験を行い、標高1,400ｍの高冷地利用の促成

栽培により見事に１回の試験で満開となる成功を収め

ました。昭和38年１２月１５日開花を始め、２０日には満開

となりクリスマスに利用されました。写真は昭和39年

の筆者ハウスでの開花写真です。
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164・富士山とカヤブキ屋根
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撮影：昭和35年２月

nコ

窟士山の見える所にカヤブキ屋根の前景など貴重な

風景だと思います。とは言っても33年も前の写真です

からこの家も改築されたので、この風景をもう見るこ

とはできません。どこへ行っても、思いもよらぬ早さ

で開発が進んだので、残しておきたかったなあと思う

ような自然もなくなりました。十里木方面も観光施設

や別荘などずいぶん開発されましたが、このころはま

だ静かな山里で、東京方面から来る人たちが必ず口に

する言葉は、『空気がおいしいなあ』でした。いつま

でも良い環境を残したいものですね。

165.千福共同作業所の完工

撮影：昭和35年３月

昭和35年は日米安全保障条約改定に調印、６月国会

で批准反対運動が盛りあがったり、浅沼社会党委員長

が刺殺された年です。須山では水稲の栽培が始まりま

した。千福では、国の補助で農業の共同作業所を建設

して、共同作業所や共同農機具の収納場所にしました。

国の補助は、この作業建設が『新農村開発事業計画』

に認定されたためです。作業所の完工を祝って投げ餅

がまかれました。故人となられた当時の裾野町議会議

長の市野昇さんをはじめ、経済委員や地元有力者の方々

の姿が見えます。この建物も今はもうありません。



166．草競馬のあったころ

撮影：昭和31年４月

昭和31年といえば戦後10年、食糧難の危機はようや

く明るさが見えてきたころで、９月には深良村が裾野

町へ合併、御殿場線にディーゼルカーが運転された年

です。

裾野地帯はまだ農業を主とした農山村だったので農

業が産業の主力になっていました。草競馬は当時、農

民にとって年に一度の楽しみな行事でした。農家の若

者たちが我が家の愛馬にまたがり駆けくらべをするの

ですからスタートから大変です。勝って優勝旗を肩に

意気揚々と帰路につく馬も、なんとなく誇らしげな顔

に見えたものです。

16ﾌ。麦の刈取機実演

撮影：昭和36年５月

この年は、須山に水稲栽培が始まった年で、農業の

機械化はまだまだ程遠い感がありました。このころは

まだ水田は二毛作で、稲の収稚のあとは麦類の作付け

で、大麦、小麦、ビール麦などのまき付けをするため

非常に多忙な秋でしたが、今度は５月になると麦を収

稚して直ちに田植えシーズンに入るので秋以上の忙し

さだったのです。

しかし麦類は全部手刈りだったのでこの省力の機械

化は容易ではなく、機械メーカーも非常に苦心したの

ですが良いものはできませんでした。これは初期の刈

取機の実演でしたが、時代の推移とともに麦類の栽培

が減少し、ついには作付けがされない状態となり、麦

の刈取機は完成を見ないまま姿を消したのです。

168．養蚕のころの思い出

撮影：昭和35年６月

感由

稲

養蚕（カイコ）とは、カイコを飼育して生糸をつく
まゆ

るための繭をとることです-．養蚕は、カイコの食事と

なる桑の栽培がなくては出来ません。まず蚕程製造所

から蚕卵紙を附入し、川意した蚕室で蚕卵紙からふ化

させ蚕座に移し、一令、二令、三令とカイコに適した

桑の葉を与え五令まで飼育する。成熟したカイコをシ

キタと呼びました◎繭をつくらせるためにまぶしにう
じょうぞく

っします。モズに入れるといい、上族のことです。カ

イコはこの中で繭をつくります。繭が出来上がりカイ

コが完全なサナギになれば、繭かきといってきれいに

繭をとり、大きな袋に入れて天秤棒でかつぎ、繭市場

に持って行き競り売りに掛けます。重労働ではないが

大変気疲れする仕事でした。
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169。あのときのおじいさん 1ﾌ1．みつまたの栽培

撮影：昭和34年７月 撮影：昭和36年８月 撮影：昭和32年９月
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昭和31年、この年は御殿場線にディーゼルカーが運

転を開始しました。９月30日、深良村が裾野町へ合併

しました。西小学校では、裾野町内にはない産業を考

えて、荒地や山地でもよく成育する「みつまた」に目

をつけました。学校の実習地へ植栽することになり、

裾野町役場経済課で富士宮市のみつまた栽培地より苗

を購入して、西小学校の高学年生が約10αの実習地に

みつまたの苗を植えつけました。

それから一年間熱心に管理したかいあって、こんな

に大きくなったみつまた（写真参照）を収穫すること

が出来ました。写真は高学年生によるみつまたの刈取

り収稚の実習風景です。

昭和34年、この年は悲喜こもごもの出来事のあった

大変な年でした。まず喜びでは、皇太子、正田美智子

さんの御成幡です。東京国際見本市も開催されました。

我が裾野町では、町民館、公民館が建設されました。

騒動では、安保改定反対デモ隊が国会構内に乱入、ま

た大型台風が伊勢湾に上陸し、大きな被害がでました。

これは、「伊勢湾台風」と名付けられました。裾野を

含むこの地方も、大きな被害をこおむりました。

でも、このおじいさんのように農業一筋60年。喜び

も悲しみも乗り越えて、何事も超越した風ぼうにはた

だただ頭の下がる思いがして、悲しみの中にも喜びを

感じます。

炉

広報すその平成５年８月１５日号にも掲載した子ども

会リーダースクラブの夏期林間研修会の様子です。子

ども会の活動は、リーダースクラブのあり方にも大き

く左右されます。リーダースクラブガ活発な活動を行

えば、必然的にその地域の子ども会はめざましい活動

をします。

この日には、主として屋外で行うゲームの指導方法

について勉強しました。父兄たちや子ども会世話人と

共に熱心に講師の一挙手一頭足を見落とすまいと見つ

める目は、真剣そのものでした。裾野町では、他市町

村に先がけてこの活動はたいへん活発なものでした。

県東部福祉事務所長さんからは、たいへん好評な賛

辞をいただきました。
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1ﾌ3。工場敷地のその後1ﾌ2．パイブエ場のあったころ

撮影：昭和36年1１月 撮影：昭和33年1２月撮影：昭和33年1０月
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福島軽工業株式会社、この近辺では福島のラオエ場

と呼んでいました。アメリカへ輸出する竹ステッキが

主として作られ、竹の原材料は福島県白川方面から鉄

道の貨物車両で送られてきたようです。

このような竹の加工をする工場はおそらくこの近隣

には無かったと思われます。創業がいつのころか分か

りませんが、私たちが戦前にあったことを記憶してい

ます。古い記録には明治41年裾野に竹工場（パイスケ、

竹コオリ、キセル竹始まる）という記事がありますの

で、たぶんこの工場の前身だと思われます。

その後巻タバコが多くなったのでタバコ用の竹パイ

プも盛んに作られました。

w4豪溌誓きを

伸銅とは「しんちゅう」のことで、銅に亜鉛を加え

た合金で、この合金を棒状に押し出したしんちゅう棒

のことです。丸江伸銅株式会社は、このしんちゅう棒

を製造する会社で本社は京都駅前にあり、当市の富沢

地区へ進出したのが昭和33年ごろです。しかしその頃、

プラスチックの出現によりしんちゅう製品は衰退の一

途をたどり、丸江伸銅は小規模の工場を建設して数年

間操業を続けましたが、ついに閉鎖することになった

のです。

その後、この敷地は住宅用地として転売されて、住

宅地に造成され、現在の南町区になりました。この写

真は伸銅建設前の用地です。

富士の裾野の演習場に連接した広大な農耕地には、

富士マサといわれる不透水盤があって、その上に黒ポ

クといわれる作土があります。水を透さないマサの上

の黒ボクの厚さは20cm前後で、雨が降るとドロドロに

なり、限られた作物しかできませんでした。

富岡村と須山村が裾野町に合併した昭和32年に、農

業構造改善事業として、県に依頼して農業機械化公社

を設立してもらい、大型農業機械を導入して富士マサ

抜きを実施することになりました。

この写真は、大型機械の深耕によるマサ破砕の実況

を査察する県農林水産部長ほかの僻さん方です。
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１７６．＋里木の思い出 17ﾌ。十里木の思い出Ⅱ

撮影：昭和34年１月 撮影：昭和35年２月 撮影：昭和35年３月
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175．あのころの裾野駅前通り

J:蕊
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この写真は２月１５日号の広報すそのに掲載した写真

のすぐ近くで撮影した写真です。モデルの娘さんも同

じ娘さんです。須山村が裾野町に合併したのが昭和３２

年でしたからまだ日は浅く、殊に十里木方面は私たち

にとっては印象が深く、写真撮影にはことかかない、

たくさんのモチーフに恵まれているところでした。

十里木という名称は、その名の由来にしる根拠にし

るなんとなく伝説を感じさせるような、また詩情を感

じさせるような気がしますが、古老の方々に聞いても

わからず、記録的な文書類もないようです。

この年の１月30日は静岡県知事選挙が行われました。

昭和34年といえばまだ裾野町で、町長は故渡辺義夫さ

ん、助役は故杉山織悪さんでした。まだテレビも白黒

の時代です。当時の裾野駅前通りです。商店街も現在

とは大分変わっています。写真右側の一番手前が旅館

清水館でしょうか。中川電気店や松屋洋品店の看板が

見えます。左側手前はラーメン屋の水野屋、洋品店の

杉山商事、杉山青物店と続きます。４０年近く経つと商

店街の様相も変わっていくので、小生も記述しながら

当時の面影が薄れているのに気がつき自分が年をとっ

ているのに気付きます。

この写真はどこかわかりますか？ちょっとわからな

いでしょうね。窟士山の姿から見て、場所は十里木方

面だろうとは思いますね。ここは、十里木にある旅館

十里木館の前の小高い丘に設置された百葉箱での一こ

まです。その後、私もこの地を尋ねたことがないので、

今はどのように変わっているかわかりませんが、鷲<

ほど変わっていることでしょう。カラーテレビはこの

年に放送が開始されました。須山に水稲の栽培が初め

て行われたのもこの年でした。農家の娘さんではない

のでしょうけれど、モンペ姿がとても似合いますね。
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1ﾌg・お茶の香り１７８．旧市民会館のｵー プﾝ直前

撮影：昭和32年４月撮影：昭和28年５尼撮影：昭和34年６月
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昭和32年富岡村、須山村が裾野町に合併して中駿五

か村の大同団結ができ、裾野町発展の礎が整ったので

すが、当時は会合場所がなく、庁舎の屋上を利用して

いました。

町民待望の'町民会館が建設されたのが昭和34年夏、

裾野町もやっと一人前の自治体になったようなよろこ

びを感じたものです。以来30余年、市民の文化向上の

立役者はその役割を果たして消えました。移り変わる

時代の変遷というのでしょうか、感慨もひとしおです。

写真は旧市民会館が完成したオープン直前の姿です。

むかしから、５月となればお茶つみがはじまります。

しかしこの地方ではお茶の栽培専業農家はありません

でした。畑の境とか周囲に植えて、年間自分の家で必

要なお茶を得るだけの栽培でした。雲さえなければこ

んなに美しい富士山を眺められるところですから、お

茶の味もなかなか美味だったのですが、農家も地域で

決まった作目があるため、お茶専業農家にはなれなかっ

たのでしょう。

子どもの頃、八十八夜になるとどこの家でもお茶つ

みで、手伝いをしたことを思い出します。いまは茶専

業農家も数家あります。
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180．わが家の子供たち

識

終戦後の中国山東省から引き上げ帰国、食糎も衣服

もない時代から過ぎてきた今を思うと感慨もひとしお

です。

引き揚げ後に私の子供（長女・長男）が生まれ、そ

の当時６歳と３歳の時の写真です。尚、広報紙を利用

して自分の身内の写真を紹介するなどは市民の皆さん

に大変失礼とは存じますが、記述者の冥加としてお見

逃し下さい。
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182御殿庭のおもいで 183・須山登山道

撮影：昭和28年５月 撮影：昭和37年８月 撮影：昭和36年９眉
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術士山観光資源開発調査の一行です。この折は裾野

町議会産業経済委員会でおこなった岐初のときの写真

で、須111登山道の「幕岩」に至る手前あたりです。都

会人に言わせると、このあたりの空気は非常においし

いと言います。

あれから35年、その後は訪れていないが、散在する

自然植生等も随分変化したことと思います。
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この昭和37年当時、裾野としては観光関係の幕があ

がったころでした。町議会産業経済委員会と、裾野町

商工会の合同で富士山麓の観光資源開発を行うことと

なり、第一歩として須山登山道の調査をすることにな

りました。

この写真はそのときの「御殿庭」での記録写真です。

現在ではすでに半数以上の皆さんが故人となられたの

ではないでしょうか。

｢御殿庭｣は､スバルラインの御殿､奥庭に鵬して
須山の渡辺徳逸先生が命名したと覚えています。たい

へんすばらしいところです。

181．巨峰ぶどう栽培の推移

h

蝿鐙

巨峰ぶどうはL|･'伊･豆町にある大井上農園で研究育種

されたぶどうです。大粒種として知らない人はいない

ほど有名で、このすぐ近くで作り出されたのに、なぜ

か県内にはこれといった産地がないのが不思議なくら

いです。

裾野では、千福・御宿方面の篤農家10数人が研究栽

培を昭和20年代に始め、すばらしい巨峰が収穫されて

人気も高かったのですが、立地条件や気象条件により

多くの人手を必要としたため、栽培者は激減してしま

いました。当時は、見学者も多く評判でした。現在は

御宿の磯部艇剛で栽培されています。
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184．四ツ溝柿の品評会

撮影：昭和33年1０月

今でこそ少なくなりましたが、この地方にはどこの

家にも四ツi雌柿の木が植えられていました。シブ柿だ

が脱渋すると廿味が出て非常においしい柿ですが小果

が玉にキズで、農家では大型改良に努力したものです。

この成果をあげるため毎年秋に四ツ瀧柿品評会を開催

したものですが好成紙を挙げるまでには至りませんで

した。現在お隣りの長泉町ではグループによる産地化

により好成紙を挙げているそうです。
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